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投資主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、スターアジア不動産投資法人並びにその資産運用会社であるスター
アジア投資顧問株式会社に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

本投資法人は、独立系の不動産投資グループであり、日本の不動産及び
不動産関連資産マーケットにおいて投資実績を積上げてきたスターアジアを
母体とし、昨年（平成28年）4月20日に東京証券取引所不動産投資信託証
券市場に上場いたしました。運用開始以降、「投資主利益第一主義」を基本
理念として、投資主の皆様の利益の最大化を追求すべく、既成概念にとらわ
れることなく様 な々施策を検討し実施して参りました。ここに第2期（平成29年
1月期）の運用の概況と決算内容についてご報告申し上げますとともに、
投資主の皆様のご支援とご理解に深く感謝申し上げます。

さて、第2期においては、投資主利益の最大化の施策の一環として、保有
資産の譲渡及び新規物件の取得を同時に行う資産の入替えを決定しま
した。この入替えの目的は、①相対的に稼働率の変動が高いと思われる物
件を譲渡し、安定稼働を見込むことのできる物件を取得することによるポー

トフォリオの強化、②保有資産を鑑定評価額以上で譲渡することによって実現する売却益の投資主の皆様
への還元及び③本投資法人の保有資産の潜在的価値を広くお示しすること、以上3点です。

同じく投資主利益の最大化の施策の一環として、オフィスビルにおける賃料ギャップ（契約賃料が周辺相場
賃料と比較して低い場合）があるテナントとの賃貸借契約の更新時期における賃料の増額交渉には継続して
注力しています。

また、継続して保有物件の稼働率の維持向上に努めるとともに、リニューアル工事等も実施しテナント誘致
における競争力の増強を図り、収益の拡大を目指す運用を行いました。財務面においては、安定的な財務運
営を目指し2度にわたり期限前返済を行い、借入比率の低減を実現しています。

これらの結果、第2期は営業収益2,017百万円、経常利益1,073百万円、当期純利益1,072百万円を計上し、
一口当たり分配金は、公表しておりました予想分配金を66円上回る3,112円としています。

第3期（平成29年7月期）に入り、平成29年2月28日付で、保有資産のうち「オーク南麻布」を譲渡し、ス
ポンサーグループより優先交渉権を取得していた「原木ロジスティクス」を取得する資産の入替えを決定して
います。この入替えはポートフォリオの収益の安定性向上に寄与し、平均築年数の改善に繋がるものと考えて
います。また、「オーク南麻布」の譲渡予定価格は第2期末の鑑定評価額及び帳簿価格を大幅に上回り、これを
分割して譲渡することにより、第3期（平成29年7月期）及び第4期（平成30年1月期）の2期に亘って売却益を
実現する予定です。

加えまして、資産運用会社においてその役職員を対象とする投資口累積投資制度の導入をいたしました。
これは、投資主の皆様と同一の目線を持って本投資法人の運用に従事し、本投資法人の業績向上への意識を
さらに高め、より一層の成長と投資主価値の向上に資することを目的としています。

なお、本投資法人は、平成29年3月17日に公募増資を決議し、同時に6物件の新規取得を決定しています。
資産規模を拡大しポートフォリオの拡充を図り、今後も投資主利益の最大化を目指した運用に取組んで参ります。

今後も、上記、資産の入替えに見られるような、投資主利益の最大化を目指した施策を、既成概念にとら
われることなく検討し、実行して参る所存であります。

投資主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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（注）不動産関連債権とは、不動産等を裏付け資産とする貸付債権、社債、その他の金銭債権をいいます。 
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2,384

（注）��不動産関連債権ʹͮ͘ج 権རを͠ߦ ͯ不動産等をऔಘ͠ ͨ߹、৽ͨͳ資࣮と͠ ग़͠ࢉͯ ͯいます。

（注）ň不動産等関連資産ʯとは、不動産等（不動産ٴͼ不動産をରと͠ ͨ৴ୗडӹ権をいいます。）ฒͼʹ Ε͜Βを裏付け資産とするಗ໊߹ग़資࣋、
貸付債権、社債その他の金銭債権ٴͼ不動産อ༗ձ社のג （ࣜσϦόςΟϒऔҾを௨͡ ͯ͜ ΕΒʹ 資͞ Εる߹をؚΈます。）をいいます。

■ スターアジアについて
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収益の「安定性」と「成長性」を兼ね備えたポートフォリオの実現
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■ 東京圏への優先、集中投資
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■ ホテルの固定・変動賃料比率
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■ 月次稼働率の推移
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■ 物流施設テナントの契約終了
 又は更新時期の分布（賃貸面積ベース）
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■ オフィスビルにおける賃料収入の状況
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৽࣌のྉ૿ֹվఆのྗͳͲʹΑΓɺྉ૯ֹの্ঢΛ࣮ݱ

˙�ୈ1ظɺୈ2ظΛ௨ͯ͡ྉվఆ࣮5݅Ͱ͋Γɺվఆલ比1�.5％の্ঢΛ࣮ݱ
ྉͱपล૬ྉͱのࠩʣのղফʹྗߦݱΛଊ͑ɺҾ͖ଓ͖ྉΪϟοϓʢظ࣌৽ߋのܖିआޙࠓ�˙
オフィスポートフォリオにおける
賃料等総額の推移（月額）

オフィスビルの賃貸借契約更新時期の分布
（賃料ベース）平成29年1月末日時点

4�

3�

2�

1�

�

ʢ�ʣ

ୈ4ظ ୈ6ظ ୈ8ظ
ୈ3ظ ୈ5ظ ୈ7ظ ୈظ�

ୈ1ظ�
Ҏ߱

賃貸借契約更新時における
賃料改定実績（月額）

改定前
賃料合計 3,332千円

改定後
賃料合計 3,682千円

上昇率
10.5%

第1期及び第2期合計
（賃貸借契約更新テナント5件）

（注）ϙʔτϑΥϦΦʹೖΕΒΕͯいるΦϑΟεϏϧʹ͓
けるςφϯτ（֤݅ʹ͓けるళฮٴͼॅ等の
他༻్はআ ま͖す。）との֤࣌ʹ͓いͯ༗ޮͳ
貸आܖʹࡌه Ε͞るྉٴͼڞӹඅの૯ֹを
ࡌ͠ه ͯいます。

ʢඦສԁʣ

ฏ284݄ ୈ1ظ ୈ2ظ

121
12�
11�
118
117
116
115
114
113
112
�

115
116

12�
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OFC-07
博多駅東113ビル

HTL-01
R&Bホテル梅田東

HTL-02
スマイルホテルなんば

OFC-03
本町橋タワー

RSC-05
アーバンパーク難波

渋谷区
港区

LGC-01
岩槻ロジスティクス

LGC-03
船橋
ロジスティクスRSC-04

アーバンパーク新横浜
LGC-02横浜ロジスティクスOFC-08

アサヒビルヂング

OFC-06渋谷MKビル

RSC-02
アーバンパーク代官山

RSC-03
アーバンパーク
代々木公園

OFC-01南麻布渋谷ビル
OFC-02
オーク南麻布

OFC-05
アルファベットセブン

OFC-04
西新宿松屋ビル

RSC-01
アーバンパーク

麻布十番

渋谷区

港区

ͱ͠ॅڃߴ͕ूੵ͢Δؗのେࠃ֤˔ ͯΒΕΔೆຑΤϦΞʹཱ
˔ ిंͰのΞΫηεʹՃ͑ɺόε࿏ઢॆ࣮͓ͯ͠Γɺ都֤ॴのΞΫηε͕
ྑ

˔ΞύϨϧɺϚεϝσΟΞɺ*5ؔ࿈ۀاʹରͯ͠ૌ͍ߴ͕ੑٻ

ೆຑौ୩ϏϧOFC-01

औ ಘ Ձ ֨ 2,973ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε

ʗ֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτ
Լ̍ ֊�7֊

ॴ ࡏ  ౦ژ۠ߓೆຑ4�11�30
  ໘ ੵ 766�11 ʢʊआݖʣ
Ԇ চ ໘ ੵ 4,137�21ᶷ

ͱ͠ॅڃߴ͕ूੵ͢Δؗのେࠃ֤˔ ͯΒΕΔೆຑΤϦΞʹཱ
˔ ిंͰのΞΫηεʹՃ͑ɺόε࿏ઢॆ࣮͓ͯ͠Γɺ都֤ॴのΞΫηε͕
ྑ

˔ΞύϨϧɺϚεϝσΟΞɺ*5ؔ࿈ۀاʹରͯ͠ૌ͍ߴ͕ੑٻ

ΦʔΫೆຑOFC-02

औ ಘ Ձ ֨ 3,271ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε

ʗ֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτ
Լ̍ ֊�14֊

ॴ ࡏ  ౦ژ۠ߓೆຑ3�19�23
  ໘ ੵ 2,471�14ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 10,454�93 ʢʊ7�41ݿᶷؚΉʣ

˔େࡕのදతͳΦϑΟεΤϦΞのҰͭͰ͋ΔཎڮɾຊொΤϦΞʹཱ
˔ େࡕձٞॴɺϚΠυʔϜ͓͓͔͞ٴͼγςΟϓϥβେࡕのࢪઃʹۙ͠ɺ
૬ԠʹΦϑΟεूੵ͕͍ߴΤϦΞ

˔্֊のॅ෦େࡕΛ؟ԼʹݟԼΖ͢ɺோ͕ྑ

ຊொڮλϫʔOFC-03

औ ಘ Ձ ֨ 6,065ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε

ʗ֊ߏ మࠎ�మࠎమےίϯΫϦʔτ
Լ1֊�21֊

ॴ ࡏ  େࡕେࢢࡕதԝ۠ຊொ1�5ڮ
  ໘ ੵ 1,274�37ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 15,407�83ᶷ

ϙʔτϑΥϦΦҰཡ�ʢฏ2�1݄࣌ʣ

物件番号 アセット
タイプ 物件名称 所在地 取得

ルート（注1）

取得価格
（百万円）

鑑定評価額
（百万円）

投資比率
（%）

鑑定NOI
利回り（%）（注2）

OFC-01 ΦϑΟε ೆຑौ୩Ϗϧ 東京都ߓ区 ˙ 2�73 3�4� 4.83 4.8

OFC-02 ΦϑΟε ΦʔΫೆຑ 東京都ߓ区 ˙ 3271 347� 5.32 5.1

OFC-03 ΦϑΟε ຊொڮλϫʔ େࡕେࢢࡕ ˙ 6�65 683� �.86 5.2

OFC-04 ΦϑΟε ৽॓দϏϧ 東京都ौ୩区 ˙ 1763 22�� 2.87 6.4

OFC-05 ΦϑΟε ΞϧϑΝϕοτηϒϯ 東京都ߓ区 ˙ 1725 227� 2.81 5.8

OFC-06 ΦϑΟε ौ୩.,Ϗϧ 東京都ौ୩区 ˙ 2�42 253� 3.32 5.2

OFC-07 ΦϑΟε തଟӺ東113Ϗϧ ԬݝԬࢢ ˒ 1885 1�6� 3.�7 5.8

OFC-08 ΦϑΟε ΞαώϏϧξϯά ਆಸݝԣࢢ ˙ 632� 647� 1�.28 4.8

RSC-01 ॅ ΞʔόϯύʔΫຑे൪ 東京都ߓ区 ˙ 2�45 214� 3.33 4.5

RSC-02 ॅ ΞʔόϯύʔΫࢁ 東京都ौ୩区 ˙ 6315 712� 1�.27 4.8

RSC-03 ॅ ΞʔόϯύʔΫʑެԂ 東京都ौ୩区 ˙ 875 1��� 1.42 5.2

RSC-04 ॅ ΞʔόϯύʔΫ৽ԣ ਆಸݝԣࢢ ˒˙ 2528 258� 4.11 4.8

RSC-05 ॅ ΞʔόϯύʔΫ େࡕେࢢࡕ ˒ 14�� 161� 2.42 5.4

LGC-01 ྲྀࢪઃ ௬ϩδεςΟΫεؠ ࢢ·͍ͨ͞ݝۄ࡛ ˙ 6�42 7��� 11.2� 4.8

LGC-02 ྲྀࢪઃ ԣϩδεςΟΫε ਆಸݝԣࢢ ˙ 356� 388� 5.7� 5.7

LGC-03 ྲྀࢪઃ ધڮϩδεςΟΫε ઍ༿ݝધࢢڮ ˙ 7875 824� 12.81 5.4

HTL-01 ϗςϧ 3�#ϗςϧകా東 େࡕେࢢࡕ ˙ 2�6� 225� 3.36 5.4

HTL-02 ϗςϧ εϚΠϧϗςϧͳΜ େࡕେࢢࡕ ˙ 175� 1�6� 2.85 6.7

　   取得資産合計 61,493 66,640 100.00 5.2

Portfolio Map

˔�ΦϑΟε� ˔�ॅ
˔�ྲྀࢪઃ� ˔�ϗςϧ

औಘ࢈ࢿࡁ

（注�）औಘϧʔτʹࡌه Ε͞るه߸はそΕͧΕҎԼをҙຯ͠ ます。
ɿ̇εϙϯαʔɾάϧʔϓ（関連ϑΝϯυؚΉ）、˒ɿ資産ӡ༻ձ社ಠࣗのϧʔτ、˒ ɿ̇ΣΞϋδϯά݅

（注�）ؑ ఆ/0*རճΓは、ฏ���݄をՁ֨࣌とする不動産ؑఆධՁॻʹ͓けるؐݩ๏ͰのධՁ্の/0*ʹ ͖ͮج 、औಘՁ֨ʹରするൺを、
খୈ�Ґをޒࣺ࢛ೖ͠ ͯදࣔ͠ ͯいます。（ୠ͠ 、ΞʔόϯύʔΫʑެԂは、ฏ���݄�ʹചࡁ٫Ͱ Γ͋、ۙͰऔಘ͠ ͨฏ��
�݄をՁ֨࣌とする不動産ؑఆॻʹࢉ͖ͮجग़͠ ͯいます。）
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തଟӺ౦113ϏϧOFC-07

औ ಘ Ձ ֨ 1,885ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε
ʗ֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτɹ8֊

ॴ ࡏ  ԬݝԬࢢതଟ۠തଟӺ
౦1�13�9

  ໘ ੵ 950�75ᶷ

Ԇ চ ໘ ੵ 4,888�70ᶷ
ʢϙϯϓࣨ17�25ᶷؚΉʣ

˔૬ԠʹΦϑΟεूੵの͍ߴതଟӺ東ΤϦΞʹཱ
˔Τϯτϥϯεϗʔϧٴͼ֤֊ڞ༻෦のϦχϡʔΞϧࣄʹΑΓɺ෯ۀ͍छの
ςφϯτۀاʹରͯ͠ૌྗٻΛ༗͢Δ

˔തଟӺલの࠶։ൃۀࣄのʹΑΓɺߋޙࠓͳΔൃల͕ظ͞ΕΔ

OFC-08 ΞαώϏϧξϯά
˔ੵूۀٴͼΦϑΟεूੵの͍ߴԣӺޱΤϦΞʹཱ
˔খنのϑϩΞׂ͕ՄͰ͋Γɺ֤ धཁʹॊೈʹରԠࣾࢧछのۀ
˔ ԣӺલの࠶։ൃۀࣄのٴͼʮΤΩαΠτΑ͜·22ʯϓϩδΣΫτʹΑ
ΓɺߋޙࠓͳΔൃల͕ظ͞ΕΔ

औ ಘ Ձ ֨ 6,320ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε

ʗ֊ߏ మࠎ�మࠎమےίϯΫϦʔ
τɹԼ2֊�12֊

ॴ ࡏ  ਆಸݝԣࢢਆಸ۠
ொ3�33�8

  ໘ ੵ 1,906�86ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 12,353�83ᶷ

ΞʔόϯύʔΫຑे൪RSC-01

˔ચ࿅͞ΕͨΠϝʔδͰ͋Δͱͱʹɺॸຽత෩ඬ͏ຑे൪ΤϦΞʹཱ
˔ ॏްͳλΠϧுΓのϑΝαʔυʢݐਖ਼໘の֎؍Λ͍͍·͢ɻҎԼಉ͡Ͱ͢ɻʣ
ʹՃ͑ߴɺ ࣭のॅઃඋ͕ॆ࣮

˔ 都༗のۀεϙοτͰ͋ΔຊΤϦΞʹۙ

औ ಘ Ձ ֨ 2,045ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ॅ

ʗ֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτ
Լ̍ ֊�12֊

ॴ ࡏ  ౦ژ۠ߓຑे൪
2�12�12

  ໘ ੵ 417�67ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 2,564�94ᶷ

ϙʔτϑΥϦΦの֓ཁ�ʢฏ2�1݄࣌ʣ

˔ΦϑΟεूੵの͍ߴ৽॓ΤϦΞʹཱ
˔ ిंͰのΞΫηεʹՃ͑ɺόε࿏ઢॆ࣮͓ͯ͠Γɺ都֤ॴのΞΫηε͕
ྑ

˔ ৽॓෭都心ٴͼۙྡେنϏϧʹೖ͢ډΔςφϯτのؔ࿈ۀاのधཁΛ૬
ԠʹऔΓࠐΉ͜ͱ͕Մ

৽॓দϏϧOFC-04

औ ಘ Ձ ֨ 1,763ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε

ʗ֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτ
Լ̍ ֊�9֊

ॴ ࡏ  ౦ژौ୩۠ʑ4�31�6
  ໘ ੵ 589�94 ʢʊ্ݖʣ
Ԇ চ ໘ ੵ 5,117�80ᶷ

ौ୩.,ϏϧOFC-06

औ ಘ Ձ ֨ 2,042ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε
ʗ֊ߏ మࠎɹ6֊
ॴ ࡏ  ౦ژौ୩۠ौ୩3�3�2

  ໘ ੵ 620�42ᶷ
ʢ͏ͪɺ2�62ᶷआݖʣ

Ԇ চ ໘ ੵ 1,982�86ᶷ

˔ ຊΛද͢ΔۀΤϦΞͰ͋Δौ୩ΤϦΞʹཱ͠ɺΞύϨϧɺ*5ؔ࿈ۀا
ʹରͯ͠ૌ͍ߴ͕ੑٻ

˔ ौ୩Ӻલの࠶։ൃۀࣄのʹΑΓɺߋޙࠓͳΔൃల͕ظ͞ΕΔ

ΞϧϑΝϕοτηϒϯOFC-05

˔ 都༗のΦϑΟε݉ۀҬͰ͋ΔࡔΤϦΞʹཱ
˔ のधཁΛ૬ԠʹऔΓۀاΔςφϯτのؔ࿈͢ډJ[λϫʔʹೖ#ࡔͼٴ5#4
Ή͜ͱ͕Մࠐ

˔ΤϦΞ໊ɺཱ ͔݅Βॅͱ͠ ͯのधཁ͍ߴ

औ ಘ Ձ ֨ 1,725ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε

ʗ֊ߏ మےίϯΫϦʔτ
Լ̍ ֊�6֊

ॴ ࡏ  ౦ژ۠ߓ7�6�38ࡔ
  ໘ ੵ 1,286�45ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 4,132�80ᶷ
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˔େࡕΛද͢ΔۀΤϦΞͰ͋ΔͳΜΤϦΞʹۙ
˔ચ࿅͞ΕͨϑΝαʔυʹՃ͑ߴɺ ࣭のॅઃඋ͕ॆ࣮
˔ େࡕの͍ߴΠϯόϯυधཁのӨڹʹΑΔେࡕத心෦のਓྲྀޱೖ͕Քಇ率
の҆ఆʹد༩

ΞʔόϯύʔΫRSC-05

औ ಘ Ձ ֨ 1,490ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ॅ
ʗ֊ߏ మےίϯΫϦʔτɹ14֊

ॴ ࡏ  େࡕେࢢࡕ࿘۠Ҵՙ
2�7�22

  ໘ ੵ 670�39ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 2,776�87ᶷ

ԣϩδεςΟΫεLGC-02

औ ಘ Ձ ֨ 3,560ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ྲྀࢪઃ
ʗ֊ߏ మےίϯΫϦʔτɹ8֊

ॴ ࡏ  ਆಸݝԣࢢਆಸ۠
ग़ాொ1�1

  ໘ ੵ 10,565�95ᶷ

Ԇ চ ໘ ੵ 18,387�89ᶷ
ʢܜٳॴ256�15ᶷؚΉʣ

௬ϩδεςΟΫεLGC-01ؠ

औ ಘ Ձ ֨ 6,942ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ྲྀࢪઃ
ʗ֊ߏ మࠎɹ5֊

ॴ ࡏ  ࣈ௬۠େؠࢢ·͍ͨ͞ݝۄ࡛
ࣈٶਫอ্719�1

  ໘ ੵ 15,623�14ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 29,729�72ᶷ

˔ 都心ΤϦΞٴͼؔ東ɾ東ΤϦΞ͍ͣΕʹΞΫηεՄͳؠ௬
ΤϦΞʹཱ

˔ंόʔεɾ֊ εϖοΫΛඋ͍ߴɾபεύϯɺ൚༻ੑのߴ
˔ のް͍όοΫߦઃ༠ಋ区ŉʹଘ͓ͯ͠Γɺࢪのňྲྀࢢ·͍ͨ͞
Ξοϓ

˔ଟ͘のྲྀࢪઃ͕ूੵ͍ͯ͠Δԣ؛ΤϦΞʹཱ
˔ंόʔεɾ֊ εϖοΫΛඋ͍ߴɾபεύϯɺ൚༻ੑのߴ
˔ 都心෦のΞΫηεʹՃ͑ɺट都ߴதԝঢ়ઢの։௨ʹΑΓɺ
東京圏ҬతʹΞΫηε͢Δ͜ͱ͕Մ

˔ ΤϦΞʹཱࢁઌΛൃ৴͢Δ࠷のߦྲྀ
˔ ચ࿅͞ΕͨϑΝαʔυʹՃ͑ߴɺ ࣭のॅઃඋ͕ॆ࣮
˔ 都༗のۀεϙοτͰ͋Δौ୩ɾܙ比णΤϦΞʹۙ

ΞʔόϯύʔΫࢁRSC-02

औ ಘ Ձ ֨ 6,315ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ॅ

ʗ֊ߏ
ᶃమےίϯΫϦʔτ�
ɹԼ̍ ֊�3֊
ᶄమےίϯΫϦʔτ�
ɹԼ̍ ֊�9֊

ॴ ࡏ  ౦ژौ୩۠Ԑָ9�8ࢁ
  ໘ ੵ 2,469�06ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 8,261�29 ʢʊ2౩߹ܭʣ

ΞʔόϯύʔΫ৽ԣRSC-04

˔ ަ௨ΞΫηεのྑͳ৽ԣΤϦΞʹཱ
˔ ચ࿅͞ΕͨϑΝαʔυʹՃ͑ߴɺ ࣭のॅઃඋ͕ॆ࣮
˔ ૬మɾ東ٸ௨ઢの։௨ʹΑΓɺ都心のΞΫηε͕େ্͖͘

औ ಘ Ձ ֨ 2,528ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ॅ
ʗ֊ߏ మࠎɹԼ̍ ֊�10֊

ॴ ࡏ  ਆಸݝԣߓࢢ۠
৽ԣ2�18�15

  ໘ ੵ 862�00ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 5,171�12ᶷ

˔ ΤϦΞʹཱݪฒͿʑެԂɾʑ্ͪݐৡϚϯγϣϯఛ͕ڃߴ
˔ ࣭のॅߴͼٴの͋ΔϑΝαʔυʹՃ͑ɺෳのτΠϨɾόεϧʔϜײڃߴ
ઃඋ͕ॆ࣮

˔ 都༗のۀεϙοτͰ͋Δौ୩ΤϦΞٴͼʑެԂʹۙ͠ɺརศੑͱ
Λ݉Ͷඋ͑Δ݅ڥͳॅྑ

ΞʔόϯύʔΫʑެԂRSC-03

औ ಘ Ձ ֨ 875ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ॅ

ʗ֊ߏ మےίϯΫϦʔτɹ
Լ̍ ֊�4֊

ॴ ࡏ  ౦ژौ୩۠ʑ
5�34�24

  ໘ ੵ 894�46ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 2,155�28ᶷ

ϙʔτϑΥϦΦの֓ཁ�ʢฏ2�1݄࣌ʣ
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��6.7ظ％

�3.3ظ％

■ 長期負債比率

ఆۚར�72.5％ݻ

มಈۚར
27.5％

■ 固定金利比率

■ 借入れの状況

ʣ࣌�ʢฏ2�1݄گのঢ়ࡒ

ધڮϩδεςΟΫεLGC-03

औ ಘ Ձ ֨ 7,875ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ྲྀࢪઃ

ʗ֊ߏ 1߸౩ɿమࠎɹ8֊
2߸౩ɿమےίϯΫϦʔτ�5֊

ॴ ࡏ  ઍ༿ݝધࢢڮͷग़2�20�3
  ໘ ੵ 19,858�00ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 38,871�45 ʢʊ2౩߹ܭʣ

εϚΠϧϗςϧͳΜHTL-02

˔ େࡕΛද͢ΔۀΤϦΞͰ͋ΔͳΜΤϦΞʹۙ
˔ͳΜΤϦΞのྑͳΞΫηεʹՃ͑ɺେࡕυʔϜʹ͓ۙͯ͠Γɺଟ͘の
Ϗδωεधཁٴͼޫ؍धཁʹରԠ

˔ େࡕの͍ߴΠϯόϯυधཁのӨڹʹΑΓɺߋͳΔϗςϧधཁの૿Ճ͕ظ͞
ΕΔ

औ ಘ Ձ ֨ 1,750ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ϗςϧ
ʗ֊ߏ మࠎɹ9֊

ॴ ࡏ  େࡕେࢢࡕ࿘۠ொ
3�3�9

  ໘ ੵ 285�28ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 1,711�42ᶷ

3�#ϗςϧകా౦HTL-01

˔ େࡕΛද͢ΔΦϑΟεɾۀΤϦΞͰ͋ΔകాΤϦΞʹۙ
˔ 2��ࣨΛ͑ΔγϯάϧϧʔϜΛ༗͓ͯ͠Γɺଟ͘のϏδωεधཁٴͼޫ؍ध
ཁʹରԠ

˔ େࡕの͍ߴΠϯόϯυधཁのӨڹʹΑΓɺߋͳΔϗςϧधཁのൃల͕ظ͞
ΕΔ

औ ಘ Ձ ֨ 2,069ඦສԁ
ΞηοτλΠϓ ϗςϧ
ʗ֊ߏ మےίϯΫϦʔτɹ9֊

ॴ ࡏ  େࡕେࢢࡕ۠ી࡚ࠜ
1�6�15

  ໘ ੵ 730�26ᶷ
Ԇ চ ໘ ੵ 3,945�65ᶷ

˔ଟ͘のྲྀࢪઃ͕ूੵ͍ͯ͠Δઍ༿؛ΤϦΞʹཱ
˔ंόʔεɾ֊ εϖοΫΛඋ͍ߴɾபεύϯɺ൚༻ੑのߴ
˔ 都心෦のΞΫηεʹՃ͑ɺ東京֎͔͘ঢ়ಓ࿏の։௨ʹΑΓɺ東京
圏ҬతʹΞΫηε͢Δ͜ͱ͕Մ

ϙʔτϑΥϦΦの֓ཁ�ʢฏ2�1݄࣌ʣ

（注�）શۜڠ�ϲ݄ ຊԁ5*#03
（注�）金རεϫοϓのޮՌ（金རのݻఆԽ）をצҊ͠ ͨརをࡌ͠ه ͯいます。

区 आೖઌ आೖۚ ʢֹඦສԁʣ ར率 ฦݶظࡁ

ظ �ͼٴߦҪॅ༑ۜࡾձࣾࣜג
Λߦۜ΄ձࣾΈͣࣜג

ΞϨϯδϟʔͱ͢Δڠௐ༥ஂࢿ�
ɾࣜגձࣾࡾҪॅ༑ۜߦ
ɾࣜגձࣾΈͣ΄ۜߦ
ɾࡾҪॅ༑৴ୗۜࣜגߦձࣾ
ɾࡾඛ6'+৴ୗۜࣜגߦձࣾ
ɾࣜגձ͓ࣾ͋ͧΒۜߦ
ɾࣜגձࣾ৽ੜۜߦ
ɾࣜגձࣾΓͦͳۜߦ

1��� ४ۚརʢ1ʣɹج �.2�％ ฏ2�4݄2�

ظ 73�� ४ۚརʢ1ʣɹج �.3�％ ฏ3�4݄2�

ظ 73�� �.364���ʢ2ʣ ฏ314݄2�

ظ 73�� �.483���ʢ2ʣ ฏ324݄2�

ظ 73�� �.625��％ʢ2ʣ ฏ334݄2�

߹ɹɹɹܭ 3�2��

■ 返済期限の分散状況

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
第11期第10期第8期第6期第4期 第9期第7期第5期第3期

˔ϦϑΝΠφϯεϦεΫのରԠのͨΊɺआೖのฦݶظࡁΛࢄ

ʢඦສԁʣ
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ୈ3ظの৽نऔಘ࢈ࢿ

■ 取得資産の概要

औಘՁ֨ 4,700ඦສԁ �֊ߏ మےίϯΫϦʔτɾమࠎɺ5֊ݐ
ؑఆධՁֹ 4,860ඦສԁ ॴࡏ ઍ༿ࢢݝࢢ

ΞηοτλΠϓ ྲྀࢪઃ Ԇচ໘ੵ 12,471�50ᶷ

LGC-04 ϩδεςΟΫεݪ 優先交渉権相対取引

取得価格 

4,700ඦສԁ
鑑定NOI利回り

4.5�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�ଟ͘のྲྀࢪઃ͕ूੵ͢Δઍ༿؛ΤϦΞʹཱ͠ɺ͔ Ӻ͔Βెาد࠷ͭ
圏Ͱ͋Γैۀһ֬อの؍͔Βςφϯτૌ͍ߴ͕ྗٻ
�̝ஙઙ݅Ͱ͋Γɺ͔ ͭंόʔεɺ֊ߴɺபεύϯɺ൚༻ੑの࠷͍ߴ৽ӶઃඋΛඋ
˔�都心෦のΞΫηεʹՃ͑ɺ東京֎͔͘ঢ়ಓ࿏の։௨ʹΑΓɺट都圏ΛҬ
తʹΞΫηε͢Δ͜ͱ͕Մ

औಘՁ֨ 3,827ඦສԁ ॴࡏ ౦ژށߐ۠ᷤ
ؑఆධՁֹ 3,890ඦສԁ Ӻد࠷ ౦ژϝτϩ౦ઢʮᷤʯӺెา2

ΞηοτλΠϓ ϗςϧ Ԇচ໘ੵ 5,293�88ᶷ
�֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτɺԼ1֊�9֊

HTL-03 スポンサーファンドϕετΣελϯ౦ژᷤ 優先交渉権

取得価格 

3,827ඦສԁ
鑑定NOI利回り

4.8�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�東京都ʹ͓͚ΔओཁϏδωεΤϦΞٴͼޫ؍εϙοτのΞΫηε͕
ͳᷤΤϦΞʹཱྑ
˔�東ઢԊઢʹڌΛ͑ߏΔۀاʹؔ࿈͢ΔϏδωεधཁɺ東京σΟζχʔ
Ϧκʔτʢ5%3ʣΛத心ͱ͢ΔϨδϟʔधཁɺଟ༷ͳ॓ധधཁΛऔΓࠐΉ
͜ͱ͕Մ

औಘՁ֨ 1,300ඦສԁ �֊ߏ మࠎɺ2֊ݐ
ؑఆධՁֹ 1,360ඦສԁ ॴࡏ ࢢॴݝۄ࡛

ΞηοτλΠϓ ྲྀࢪઃ Ԇচ໘ੵ 5,994�75 ʢʊࣄॴ528�00ᶷΛؚΉʣ

LGC-05 ॴϩδεςΟΫε 相対取引

取得価格 

1,300ඦສԁ
鑑定NOI利回り

6.0�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�圏ԝಓの։௨ʹΑΓट都圏ʹ͓͚Δ֤ফඅのΞΫηε͕ඈ༂తʹ্
ͨ͠ॴΤϦΞʹཱ
˔�&ίϚʔεधཁΛ͑ࢧΔɺ͍ ΘΏΔʮϥετϫϯϚΠϧ༻のૹڌʯͱͯ͠
ػ

औಘՁ֨ 2,286ඦສԁ ॴࡏ ԬݝԬࢢതଟ۠
ؑఆධՁֹ 2,370ඦສԁ Ӻد࠷ +3ઢɾԬࢢӦԼమۭߓઢʮതଟʯӺెา10

ΞηοτλΠϓ ΦϑΟε Ԇচ໘ੵ 6,243�13 ʢʊறं94�00ᶷΛؚΉʣ
�֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτɺ9֊

スポンサーファンドതଟӺΠʔετϓϨΠε 優先交渉権OFC-09

取得価格 

2,286ඦສԁ
鑑定NOI利回り

5.2�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�Ӻલ࠶։ൃۀࣄのʹΑΓɺΦϑΟεूੵ͕ߴ·ͬͨതଟӺ東ΤϦΞʹ
ཱ

˔�ʮఱਆϏοάόϯϓϩδΣΫτʯの࢝ಈԬࢢӦԼమ֤ઢのԆ৳ʹΑΓɺ
ԬʢതଟʣΤϦΞɺΑΓҰのੑ׆Խ͕ظ͞ΕΔ

औಘՁ֨ 3,248ඦສԁ ॴࡏ ਆಸݝԣࢢ۠ݟ
ؑఆධՁֹ 3,270ඦສԁ Ӻد࠷ ʯӺెา3ݟٸژઢʮߦٸژ

ΞηοτλΠϓ ϗςϧ Ԇচ໘ੵ 4,686�09ᶷ
�֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτɺԼ1֊�9֊

HTL-04 スポンサーファンドϕετΣελϯԣ 優先交渉権

取得価格 

3,248ඦສԁ
鑑定NOI利回り

4.8�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�ԣٴͼ࡚のਆಸݝのओཁΤϦΞฒͼʹӋాۭߓのΞΫηε͕
ΤϦΞʹཱݟͳྑ
˔�ԣΤϦΞʹຊࣾΛ͑ߏΔۀاʹؔ࿈͢ΔϏδωεधཁɺԣΤϦΞʹ͓
͚Δ֤छओཁޫ؍εϙοτΛத心ͱ͢ΔϨδϟʔधཁɺଟ༷ͳ॓ധधཁΛ
औΓࠐΉ͜ͱ͕Մ

औಘՁ֨ 1,186ඦສԁ ॴࡏ ઍ༿ݝദࢢദ
ؑఆධՁֹ 1,190ඦສԁ Ӻد࠷ +3ৗ൬ઢʮദʯӺెา6

ΞηοτλΠϓ ॅ Ԇচ໘ੵ 4,243�71ᶷ
�֊ߏ మࠎమےίϯΫϦʔτɺԼ1֊�8֊

RSC-07 ΞʔόϯύʔΫദ ウェアハウジング優先交渉権

取得価格 

1,186ඦສԁ
鑑定NOI利回り

5.1�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�都心のަ௨ΞΫηε͕ྑͰ͋Γɺઍ༿ݝΛද͢ΔϕουλϯͰ͋Δ
ദΤϦΞʹཱ

˔�ʮദʯӺલの࠶։ൃۀࣄのʹΑΓɺޙࠓதظతʹΈͯߋͳΔൃల͕
͞ΕΔظ

RSC-06 ΞʔόϯύʔΫࣉࠃޢ 優先交渉権

取得価格 

1,460ඦສԁ
鑑定NOI利回り

5.2�

ຊࢿ๏ਓʹΑΔ૯߹ධՁ
˔�ଟのେֶٴͼظେֶ͕ूੵ͍ͯ͠ΔҬಛੑฒͼʹ๛ౡ区の૬ରతͳ
୯ੈଳのׂ߹の͞ߴʹΑΓɺγϯάϧλΠϓϨδσϯεʹର͢Δςφϯτ
धཁ͕ް͍

औಘՁ֨ 1,460ඦສԁ ॴࡏ ౦ژ๛ౡ͕۠࢘ࡶ୩
ؑఆධՁֹ 1,480ඦສԁ Ӻد࠷ ౦ژϝτϩ෭৺ઢʮ͕࢘ࡶ୩ʯӺెา7

ΞηοτλΠϓ ॅ Ԇচ໘ੵ 2,451�72ᶷ
�֊ߏ మےίϯΫϦʔτɺԼ1֊�5֊
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Ⅰ. 資 産 運 用 報 告

1. 資 産 運 用 の 概 況
（1）投資法人の運用状況等の推移

期　別
第１期

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

第２期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

営業収益 （百万円） 1,859 2,017
　うち不動産賃貸事業収益 （百万円） 1,859 2,017
営業費用 （百万円） 711 826
　うち不動産賃貸事業費用 （百万円） 568 624
営業利益 （百万円） 1,147 1,190
経常利益 （百万円） 335 1,073
当期純利益 （百万円） 333 1,072
総資産額 （百万円） 68,636 67,363

（対前期比） （％） （－） （△1.9）
純資産額 （百万円） 33,848 34,674

（対前期比） （％） （－） （2.4）
有利子負債額 （百万円） 32,555 30,200
出資総額 （百万円） 33,541 33,541
発行済投資口の総口数 （口） 344,700 344,700
1口当たり純資産額 （円） 98,197 100,592
分配金総額 （百万円） 333 1,072
1口当たり分配金 （円） 968 3,112
　うち1口当たり利益分配金 （円） 892 3,112
　うち1口当たり利益超過分配金 （円） 76 －
総資産経常利益率（注3） （％） 0.6 1.6

（年換算値）（注4） （％） （1.1） （3.1）
自己資本利益率（注3） （％） 1.5 3.1

（年換算値）（注4） （％） （2.8） （6.2）
期末自己資本比率（注3） （％） 49.3 51.5

（対前期増減） （％） （－） （2.2）
配当性向（注3） （％） 92.1 100.0

【その他参考情報】
当期運用日数（注4） （日） 200 184
期末投資物件数 （件） 18 18
減価償却費 （百万円） 246 244
資本的支出額 （百万円） 129 280
賃貸NOI（Net Operating Income）（注3） （百万円） 1,538 1,636
FFO（Funds from Operation）（注3） （百万円） 580 1,316
1口当たりFFO（注3） （円） 1,684 3,820
期末総資産有利子負債比率（LTV） （％） 47.4 44.8

（注1）		本投資法人の営業期間は、毎年2月1日から7月31日まで及び8月1日から翌年1月31日までの各6ヶ月間ですが、第1期営業期間は本投資法人成立
の日（平成27年12月1日）から平成28年7月31日までです。

（注2）	特に記載のない限りいずれも記載未満の数値については切捨て、比率は小数第2位を四捨五入して記載しています。

（注3）	以下の算定式により算出しています。

総資産経常利益率
経常利益÷｛（期首総資産額＋期末総資産額）÷2｝×100
なお、第1期の期首総資産額には、本投資法人の実質的な資産運用期間の開始日（平成28年1月14
日）時点の総資産額を使用しています。

自己資本利益率
当期純利益÷｛（期首純資産額＋期末純資産額）÷2｝×100
なお、第1期の期首純資産額には、本投資法人の実質的な資産運用期間の開始日（平成28年1月14
日）時点の純資産額を使用しています。

期末自己資本比率 期末純資産額÷期末総資産額×100

配当性向

1口当たりの分配金（利益超過分配金は含まない）÷1口当たり当期純利益×100
第1期の配当性向については、期中に公募増資を行ったことにより、期中の投資口数に変動が生じてい
るため、次の算式により算出しています。
分配金総額（利益超過分配金を含まない）÷当期純利益×100

賃貸NOI（Net	Operating	Income） 不動産賃貸事業収益－不動産賃貸事業費用＋減価償却費
FFO（Funds	from	Operation） 当期純利益＋減価償却費－不動産等売却損益
1口当たりFFO FFO÷発行済投資口の総口数

（注4）	第1期については実質的な運用日数200日（平成28年1月14日から平成28年7月31日まで）に基づいて年換算値を算出しています。

（2）当期の資産の運用の経過
① 投資法人の主な推移
　本投資法人は、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号。その後の改正を含みます。以下
「投信法」といいます。）に基づき、スターアジア投資顧問株式会社（以下「本資産運用会社」といいます。）を設立
企画人として、また、スターアジア・マネジメント・リミテッドをスポンサーとして、平成27年12月1日に設立（出資金
200百万円、発行口数2,000口）されました。
　その後、平成28年1月に私募により95,000口の新投資口を追加発行し、9,500百万円をスポンサー・グループよ
り調達、31,756百万円の借入れ及び投資法人債4,574百万円の発行と併せて、11物件（取得価格の合計43,740
百万円）を取得しました。
　平成28年4月19日には、公募増資により235,900口の新投資口を追加発行し、翌日、株式会社東京証券取引所
（以下「東京証券取引所」といいます。）不動産投資信託証券市場に上場しました。（銘柄コード　3468）
　上場と同時に、既借入金の全額返済、既発行の全投資法人債の買入れ償却を行い、新たに32,555百万円の借入
れを行うことにより、7物件（取得価格の合計17,753百万円）を追加取得し、合計18物件（取得価格の合計61,493
百万円）の資産規模となりました。
　その後、平成28年5月17日には、第三者割当てにより11,800口を発行し、これらにより、第2期末時点での発行
済投資口の総口数は344,700口となっています。

② 投資環境と運用実績
投資環境：
　当期における経済環境は、中国経済の低迷等に伴う新興国経済の減速が引続き見られるものの、米国大統領選
挙の結果を受け、大規模な減税及び財政出動が期待されるとの見方から、米国株式市場の上昇を受けて世界的な
株高局面となりました。一方、米国の財政出動期待により米国債金利の上昇が誘発され、日本国債の金利上昇へと
つながり、金利上昇リスクを嫌気して東証REIT指数は1,800ポイントを下回る局面もありました。このような環境の
中、日本銀行は引き続き長期金利上昇の抑制策実施を示唆したため、足元では東証REIT指数は1,800ポイントを
上回り、堅調な推移を見せています。
　中期的な視点で見た場合、2020年の東京オリンピック開催に向けた不動産マーケットの活況、ゼロ金利政策環
境下での資金運用難等の諸要素からJ−REITへ投資資金が向かいやすい環境にあり、東証REIT指数は引き続き堅
調に推移していくものと考えています。
　また、足元の不動産の売買マーケットにおいては、引き続き上場REIT、私募REIT、海外投資家、国内事業法人等
のマーケット参加者が多く、需給がタイトな状況が継続しています。特に米国大統領選挙以降の円安に伴い、海外
投資家から見た日本の不動産は従前よりも利回り、価格感も割安に見えると思われることから、引き続き需給がタ
イトな状況は継続され、低位な利回りでの取引が行われると考えています。

（オフィス賃貸市場）
　シービーアールイー株式会社の2016年第4四半期にかかるマーケット調査によれば、2016年第4四半期に
おける東京主要5区（千代田区、中央区、港区、新宿区及び渋谷区）のオフィスビルの空室率は2.1％と低水準に
あり、継続的にオフィス床に対する需要が旺盛なことが推定できます。今後も東京エリアを中心に、オフィス賃
貸市場は堅調な傾向が継続していくものと考えています。

（住宅賃貸市場）
　本資産運用会社が独自に取得したシービーアールイー株式会社の賃貸住宅に関する賃料インデックス及び
空室率インデックスによれば、エリアを問わず、賃料及び空室率いずれも安定的に推移しており、今後も底堅く
推移していくものと本投資法人は考えています。

（物流施設賃貸市場）
　本資産運用会社が独自に取得したシービーアールイー株式会社のマーケットレポートによれば、平成28年第
4四半期の首都圏の空室率は約6.8％となっており、前四半期比約25％も大幅に低下しています。また、賃料指
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数に関しても、平成28年第4四半期の首都圏において、前四半期比約5％の増加と堅調に推移しています。この
ように物流施設に対する需要の拡大、賃料や空室率の動向を踏まえると、今後も安定的かつ堅調に推移してい
くものと考えています。

（ホテル市場）
　本資産運用会社が独自に取得した、日本ホテルアプレイザルのマーケットレポートによれば、東京エリア及び
その他の地方エリア（大阪、名古屋、福岡及び札幌）におけるADR及び稼働率はいずれも上昇しており、わが国
の政策と相まって、今後も底堅く推移していくものと考えています。

運用実績：
　上記の環境の下、物件ごとの特性を勘案したリーシング戦略に基づき、リーシングエージェントと協動したリーシ
ング活動に注力しました。当期末現在において運用資産（取得価格の合計は61,493百万円）の稼働率は96.8％と
なっています。

③ 資金調達の概要
　当期においては、平成28年4月の上場時に実施した借入れのうち、1,137百万円について平成28年5月の第三
者割当による新投資口発行の手取金等により、また、1,218百万円について消費税還付金等により期限前弁済を行
いました。
　この結果、当期末（平成29年1月31日）現在の借入金残高は、30,200百万円となり、総資産に占める有利子負債
の割合（LTV）は44.8％となりました。

④ 業績及び分配の概要
　上記の運用の結果、本投資法人は当期の実績として営業収益2,017百万円、営業利益1,190百万円、経常利益
1,073百万円、当期純利益1,072百万円を計上しました。
　分配金については、本投資法人の規約第35条第1項に定める分配方針に基づき、租税特別措置法第67条の15
第1項に規定される本投資法人の配当可能利益の額の100分の90に相当する金額を超えて分配することとして
います。かかる方針に従い、利益分配金（利益超過分配金は含みません。）については、投資口1口当たりの利益分
配金が1円未満となる端数部分を除き、投資信託及び投資法人に関する法律第136条第1項に定める利益から一
時差異等調整引当額（投資法人の計算に関する規則第2条第2項第30号に定めるものをいいます。）の戻入額を
控除した額の概ね全額である1,072,706,400円を分配することとしました。以上の結果、1口当たり利益分配金は
3,112円となりました。

（３）増資等の状況
本投資法人の設立以降の出資総額及び発行済投資口の総口数の増減は以下のとおりです。

年月日 摘要
出資総額（千円） 発行済投資口の総口数（口）

備考
増減 残高 増減 残高

平成27年12月1日 私募設立 200,000 200,000 2,000 2,000（注1）
平成28年1月14日 私募増資 9,500,000 9,700,000 95,000 97,000（注2）
平成28年4月19日 公募増資 22,705,375 32,405,375 235,900 332,900（注3）
平成28年5月17日 第三者割当増資 1,135,750 33,541,125 11,800 344,700（注4）

（注1）	本投資法人の設立に際して、1口当たり発行価額100,000円にて投資口を発行しました。
（注2）	1口当たり発行価額100,000円にて投資口を発行しました。
（注3）	1口当たり発行価格100,000円（引受価額96,250円）にて、新規物件の取得資金の調達等を目的とする公募新投資口を発行しました。
（注4）	1口当たり発行価額96,250円にて、借入金の返済等を目的とする第三者割当による新投資口を発行しました。

【投資証券の取引所価格の推移】
　本投資法人の投資証券が上場する東京証券取引所不動産投資信託証券市場における期別の最高・最低価格（終
値）は以下のとおりです。

期　別
第１期

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

第２期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

最高 100,200円 99,500円
最低 86,400円 87,400円

（注）	本投資法人の投資証券が東京証券取引所不動産投資信託証券市場に上場されたのは平成28年4月20日です。

（４）分配金等の実績
　本投資法人の規約第35条第1項に定める分配方針に基づき、租税特別措置法第67条の15第1項に規定される
本投資法人の配当可能利益の額の100分の90に相当する金額を超えて分配することとしています。かかる方針
に従い、利益分配金（利益超過分配金は含みません。）については、投資口1口当たりの利益分配金が1円未満とな
る端数部分を除き、投資信託及び投資法人に関する法律第136条第1項に定める利益から一時差異等調整引当額
（投資法人の計算に関する規則第2条第2項第30号に定めるものをいいます。）の戻入額を控除した額の概ね全額
である1,072,706,400円を分配することとしました。

第１期
自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

第２期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

当期純利益総額 （千円） 333,916 1,072,615
当期未処分利益総額 （千円） 333,916 1,099,059
利益留保額 （千円） 26,444 155
金銭の分配金総額 （千円） 333,669 1,072,706
（1口当たり分配金） （円） （968） （3,112）
うち利益分配金総額 （千円） 307,472 1,072,706
（1口当たり利益分配金） （円） （892） （3,112）
うち出資払戻総額 （千円） 26,197 −
（1口当たり出資払戻額） （円） （76） （−）
出資払戻総額のうち一時差異等調整引当額からの
分配金総額

（千円） 26,197 −

（1口当たり出資払戻額のうち1口当たり一時差異
等調整引当額分配金）

（円） （76） （−）

出資払戻総額のうち税法上の出資等減少分配から
の分配金総額

（千円） − −

（1口当たり出資払戻額のうち税法上の出資等減少
分配からの分配金）

（円） （−） （−）

（５）今後の運用方針
① 次期の見通し
　今後のわが国経済は、英国のEU離脱、米国新大統領の移民政策等に見られる世界的な保護主義の台頭による影
響を受ける可能性があり、不確実性の高い状況になると思われます。
　しかしながら、日本国内に目を転じれば、当面の日銀によるゼロ金利政策、2020年の東京オリンピック開催に向
けたインフラや施設整備に伴う積極的な投資は引き続き行われており、また、円安に伴う海外からの投資資金の流
入等から日本の不動産マーケットは堅調に推移するものと考えています。
　特に、本投資法人が投資の中心に据えている東京圏は、人口流入が継続していることから不動産に対する使用
ニーズは底堅く、借入金利と不動産利回りとの差に着目した投資が更に活性化すると考えています。

② 今後の運用方針及び対処すべき課題
（イ）外部成長戦略
　本投資法人は、投資主利益を最大化することを理念として掲げ、収益の「安定性」と「成長性」を基軸として、オフィ
ス、商業施設、住宅、物流施設及びホテルへ投資する総合型リートです。投資対象とするアセットタイプの特性を見
極め、投資対象エリアのマーケットを精緻に分析し、厳選投資を行うことにより、収益の「安定性」と「成長性」を取り
込むことのできるポートフォリオの構築を目指します。

（ロ）内部成長戦略
　内部成長戦略に関しては、管理運営費用の最適化を目指し、国内に関連会社を持たない独立系リートとしての強
みを活かすことにより、「しがらみのない公平性を重視した運用管理」を徹底していきます。具体的には、各運用資
産の特性を見極め、当該特性に即した最適なプロパティ・マネジメント会社（以下「PM会社」といいます。）及びビル
ディング・マネジメント会社（以下「BM会社」といいます。）を選定し、PDCAシステム（Plan・Do・Check・Actionシス
テム）に基づき適切にモニタリングし、常に最適なPM会社・BM会社を継続的に起用することにより、各運用資産の
利益を第一に考えた運用管理を行ってまいります。なお、各不動産セクターに関する内部成長戦略は以下のとおり
です。
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（オフィス・住宅）
　稼働率の維持、向上のため、大手仲介会社のみならず各運用資産の特性に応じ、地元の仲介会社等も含めて
広範に物件情報を提供し、迅速に多数のテナント候補の確保及び成約に努めてまいります。また、賃貸借契約の
更新に際して、マーケット賃料と実際に支払われる賃料の間に乖離があるテナントの場合には、賃料増額交渉を
行います。
　また、テナントへの訴求性を高めるため、機能の維持のための守備的な修繕だけでなく、共用部の改修等のリ
ノベーション工事等の修繕も積極的に実施します。

（物流施設・ホテル）
　物流施設、ホテルに関しては、シングルテナント又は少数のテナントが賃借している状況のため、テナントと定
期的にコミュニケーションを図り、要望等を適時に把握します。これら要望等にきめ細かく対応することによりテ
ナントの満足度を向上させるべく努め、長期間の入居及び賃料増額を目指します。

（ハ）財務戦略
　本投資法人は中長期的な収益の維持・拡大及び運用資産規模の成長を実現することを目指して安定的かつ健全
な財務基盤を構築することを目指します。

（エクイティ・ファイナンス）
　新投資口の発行は、運用資産の規模と価値の成長を目的として、既存投資主の権利の希薄化及びそれに伴う
投資口の取引価格の動向等に配慮しつつ、新たに取得する不動産等の取得時期及びスポンサーのウェアハウ
ジング機能の活用可能性、LTV水準、金融環境及び経済市況等を総合的に勘案して決定します。
（注）LTVとは、本投資法人の総資産に占める有利子負債の割合をいいます。
（デット・ファイナンス）
　資金の借入れ及び投資法人債（短期投資法人債を含みます。）の発行に際しては、資金調達の機動性と財務
の安定性のバランスに配慮します。
　具体的には長期比率、固定比率、返済期限の分散、調達方法（借入れ・投資法人債）、借入れ先の分散、コミット
メントラインの設定等を検討します。

（LTV）
　主として物件の新規取得のために資金余力に配慮したLTVコントロールを行います。運用ガイドラインによ
り、LTVは原則として60％を上限とします。

（６）決算後に生じた重要な事実
　本投資法人において、当期末（平成29年1月31日）以降に生じた重要な事実は以下のとおりです。

（イ）資産の譲渡
　本投資法人は、規約に定める資産運用の基本方針等に基づき、以下の資産を譲渡済又は譲渡する予定です。

＜アーバンパーク代々木公園＞
譲渡資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成28年12月5日
譲渡日	 ：平成29年2月1日
所在地（住居表示）	 ：東京都渋谷区代々木5−34−24
譲渡先	 ：非開示
譲渡価格	 ：1,100百万円
損益に及ぼす影響	 ：営業収益として不動産等売却益を平成29年7月期に約153百万円計上する予定です。

＜オーク南麻布＞
譲渡資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権（準共有持分の49％及び51％）
売買契約の締結日	 ：平成29年2月28日
譲渡予定日	 ：第1回（準共有持分49％）：	平成29年3月31日
	 　第2回（準共有持分51％）：	平成29年8月1日
所在地（住居表示）	 ：東京都港区南麻布3−19−23
譲渡予定先	 ：関電不動産開発株式会社
譲渡予定価格	 ：第1回（準共有持分49％）：	2,459.8百万円
	 　第2回（準共有持分51％）：	2,560.2百万円
損益に及ぼす影響	 ：営業収益として不動産等売却益を平成29年7月期に約734百万円、平成30年1月期に

約769百万円計上する予定です。

（ロ）資産の取得
　本投資法人は、規約に定める資産運用の基本方針等に基づき、以下の資産を取得済又は取得する予定です。

＜アーバンパーク護国寺＞
取得資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成28年12月5日
取得日	 ：平成29年2月1日
所在地（住居表示）	 ：東京都豊島区雑司が谷1−5−4

売主	 ：合同会社SAPR4
取得価格	 ：1,460百万円

＜原木ロジスティクス＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：準共有持分の73％：	平成29年2月28日
	 　準共有持分の27％：	平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（地番）	 ：千葉県市川市原木2526番42ほか
売主	 ：合同会社Enterprise
取得予定価格	 ：4,700百万円

＜博多駅イーストプレイス＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：福岡県福岡市博多区博多駅東3−1−26
売主	 ：合同会社Seahorse
取得予定価格	 ：2,286百万円

＜アーバンパーク柏＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：千葉県柏市柏3−10−13
売主	 ：合同会社SAPR4
取得予定価格	 ：1,186百万円

＜所沢ロジスティクス＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：埼玉県所沢市下富735−1
売主	 ：株式会社フォーカス
取得予定価格	 ：1,300百万円

＜ベストウェスタン東京西葛西＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：東京都江戸川区西葛西6−17−9
売主	 ：合同会社Seahorse
取得予定価格	 ：3,827百万円

＜ベストウェスタン横浜＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央4−29−1
売主	 ：合同会社Seahorse
取得予定価格	 ：3,248百万円

（ハ）新投資口の発行
　平成29年3月17日開催の役員会において、不動産等の取得及び借入金の返済を目的として、以下のとおり新投
資口の発行を決議しています。なお、1口当たりの発行価格等につきましては、今後開催される役員会にて決定され
る予定です。

＜一般募集による新投資口の発行＞
発行新投資口数	 ：66,200口

＜第三者割当による新投資口の発行＞
発行新投資口数	 ：3,400口（上限）
割当先	 ：野村證券株式会社
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2. 投 資 法 人 の 概 況
（1）出資の状況

期　別 第１期
（平成28年7月31日）

第２期
（平成29年1月31日）

発行可能投資口総口数 （口） 10,000,000 10,000,000
発行済投資口の総口数 （口） 344,700 344,700
出資総額 （百万円） 33,541 33,541
投資主数 （人） 10,934 12,453

（２）投資口に関する事項
平成29年1月31日現在の投資主のうち、保有する投資口の比率が高い上位10名は以下のとおりです。

氏名又は名称 所有投資口数（口）
発行済投資口の総口
数に対する所有投資

口数の割合（％）

Japan	CRE	Securitization	Seriesl合同会社 39,480 11.5
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 26,356 7.6
STAR	ASIA	CAPITAL	III	LLC 14,325 4.2
STAR	ASIA	CAPITAL	IV	LLC 14,325 4.2
STAR	ASIA	CAPITAL	I	LLC 14,325 4.2
STAR	ASIA	CAPITAL	II	LLC 14,325 4.2
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 12,941 3.8
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 11,901 3.5
野村信託銀行株式会社（投信口） 11,133 3.2
UBS	SECURITIES	LLC−HFS	CUSTOMER	
SEGREGATED	ACCOUNT 6,204 1.8

合　計 165,315 48.0
（注）	発行済投資口の総口数に対する所有投資口数の割合は小数第2位を四捨五入して記載しています。

（３）役員等に関する事項
①当期における執行役員、監督役員及び会計監査人は以下のとおりです。

役職名 氏名又は名称 主な兼職等
当該営業期間に
おける役職毎の

報酬の総額
（千円）

執行役員 加藤　篤志 スターアジア投資顧問株式会社　代表取締役社長 −

監督役員

玉木　雅浩
玉木法律事務所　弁護士
株式会社ウェルスプリングインベストメンツホールディングス　監査役
株式会社プライメックスキャピタル　監査役

1,200

原田　辰也

原田辰也公認会計士事務所　公認会計士
青藍公認会計士共同事務所　公認会計士
株式会社南青山会計コンサルティング　代表取締役
イシグロ株式会社　会計監査人
イシグロホールディングス株式会社　会計監査人
全日本火災共済協同組合連合会　会計監査人

1,200

会計監査人 新日本有限責任監査法人 − 7,000

（注1）	執行役員及び監督役員は、いずれも本投資法人の投資口を自己又は他人の名義で所有していません。
（注2）	執行役員は、本投資法人から報酬を受け取っていません。
（注3）	監督役員は、上記記載以外の法人の役員である場合がありますが、上記を含めていずれも本投資法人との利害関係はありません。

②会計監査人の解任及び不再任の決定の方針
　会計監査人の解任については、投信法の定めに従い、また、不再任については、監査の品質、監査報酬額等その
他諸般の事情を総合的に勘案して、本投資法人の役員会において検討します。

（４）資産運用会社、資産保管会社及び一般事務受託者
平成29年1月31日現在における資産運用会社、資産保管会社及び一般事務受託者は以下のとおりです。

委託区分 名　称
資産運用会社 スターアジア投資顧問株式会社
資産保管会社 三井住友信託銀行株式会社
一般事務受託者（投資主名簿等管理人） 三井住友信託銀行株式会社
一般事務受託者（機関運営） 三井住友信託銀行株式会社
一般事務受託者（会計） 三井住友信託銀行株式会社

3. 投 資 法 人 の 運 用 資 産 の 状 況
（1）不動産投資法人の資産の構成

資産の種類 主たる用途 地域
（注1）

第１期
平成28年7月31日現在

第２期
平成29年1月31日現在

保有総額
（百万円）（注2）

対総資産比率
（％）（注3）

保有総額
（百万円）（注2）

対総資産比率
（％）（注3）

信託不動産

オフィス
東京圏 18,319 26.7 18,386 27.3
東京圏以外 8,116 11.8 8,071 12.0

住宅
東京圏 12,045 17.5 12,046 17.9
東京圏以外 1,564 2.3 1,557 2.3

物流施設 東京圏 18,522 27.0 18,562 27.6
ホテル 東京圏以外 3,914 5.7 3,894 5.8
小　計 62,482 91.0 62,518 92.8

預金・その他の資産 6,154 9.0 4,845 7.2
資産総額 68,636 100.0 67,363 100.0

（注1）		東京圏とは、オフィスについては、東京23区、横浜市及び川崎市を指し、その他アセットタイプ（住宅、物流施設及びホテル）については、東京都、
神奈川県、埼玉県及び千葉県を指します。以下、同じです。

（注2）		保有総額は、決算日時点における貸借対照表計上額（信託不動産については、減価償却後の帳簿価額）であり、百万円未満を切り捨てて記載
しています。

（注3）	対総資産比率は、資産総額に対する各資産の保有総額の比率を表しており、小数第2位を四捨五入して記載しています。
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（２）主要な保有資産
平成29年1月31日現在における本投資法人の主要な保有資産（帳簿価額上位10物件）の概要は以下のとおりで
す。

物件
番号

（注1）
不動産等の名称 帳簿価額

（百万円）

賃貸可能
面積

（㎡）（注2）

賃貸面積
（㎡）（注3）

稼働率
（%）（注4）

対総不動産
賃貸事業
収益比率
（％）（注5）

主たる
用途

LGC-03 船橋ロジスティクス 7,950 37,818.26 34,633.37 91.6 12.9 物流施設
LGC-01 岩槻ロジスティクス 6,924 30,190.81 30,190.81 100.0 10.0 物流施設

RSC-02 アーバンパーク
代官山 6,441 5,977.18 5,708.90 95.5 9.1 住宅

OFC-08 アサヒビルヂング 6,356 8,684.30 8,367.87 96.4 9.9 オフィス
OFC-03 本町橋タワー 6,113 10,489.58 10,489.58 100.0 10.7 オフィス

LGC-02 横浜ロジスティクス 3,687 18,135.34 非開示
（注6） 100.0 非開示

（注6） 物流施設

OFC-02 オーク南麻布 3,413 6,511.80 6,511.80 100.0 5.9 オフィス
OFC-01 南麻布渋谷ビル 2,998 3,263.08 3,263.08 100.0 4.7 オフィス

RSC-04 アーバンパーク
新横浜 2,611 3,989.11 3,554.71 89.1 3.5 住宅

HTL-01 R＆Bホテル梅田東 2,149 3,940.93 3,940.93 100.0 3.2 ホテル
合　計 48,649 129,000.39 124,796.39 96.7 75.6

（注1）		物件番号は、本投資法人の各運用資産について、オフィス（OFC）、商業施設（RTL）、住宅（RSC）、物流施設（LGC）及びホテル（HTL）に分類
し、分類毎に順に付した番号を記載しています。以下、同じです。

（注2）	賃貸可能面積は、各運用資産に係る建物の賃貸借契約又は建物図面等に基づき賃貸が可能と考えられる部分の面積を記載しています。
（注3）		賃貸面積は、各運用資産に係る各賃貸借契約に記載された賃貸面積の合計を記載しています。なお、当該各運用資産につきマスターリース契

約が締結されている場合には、エンドテナントからの賃料を原則としてそのまま受け取るパススルー型マスターリース契約（以下「パススルー型マス
ターリース」といいます。）の対象物件についてはエンドテナントとの間の賃貸借契約上の賃貸面積の合計を記載し、マスターリース契約の賃料が
固定賃料となる旨合意されたマスターリース契約（以下「賃料保証型マスターリース」といいます。）の対象物件についてはマスターリース契約上の
賃貸面積を記載しています。

（注4）		稼働率は、各運用資産に係る賃貸可能面積に対して賃貸面積が占める割合を、小数第2位を四捨五入して記載しています。また、合計欄は、各
運用資産に係る賃貸可能面積の合計に対して賃貸面積の合計が占める割合を、小数第2位を四捨五入して記載しています。

（注5）	対総不動産賃貸事業収益比率は、各運用資産の不動産賃貸事業収入を全資産に係る合計額で除した比率を示しています。
（注6）	エンドテナント等の承諾が得られていないため、開示していません。

（３）組入資産明細
平成29年1月31日現在における本投資法人が保有する資産の概要は以下のとおりです。

物件
番号

不動産等の
名称

所在地
（注1） 所有形態 賃貸可能面積

（㎡）
期末算定価額
（百万円）（注2）

期末帳簿
価額

（百万円）

OFC-01 南麻布渋谷ビル 東京都港区南麻布
4-11-30 信託受益権 3,263.08 3,040 2,998

OFC-02 オーク南麻布 東京都港区南麻布
3-19-23 信託受益権 6,511.80 3,470 3,413

OFC-03 本町橋タワー 大阪府大阪市中央区
本町橋1-5 信託受益権 10,489.58 6,830 6,113

OFC-04 西新宿松屋ビル 東京都渋谷区代々木
4-31-6 信託受益権 3,512.19 2,290 1,787

OFC-05 アルファベットセブン
東京都港区赤坂
7-6-38 信託受益権 2,464.59 2,270 1,760

物件
番号

不動産等の
名称

所在地
（注1） 所有形態 賃貸可能面積

（㎡）
期末算定価額
（百万円）（注2）

期末帳簿
価額

（百万円）

OFC-06 渋谷MKビル 東京都渋谷区渋谷
3-3-2 信託受益権 1,612.88 2,530 2,068

OFC-07 博多駅東113ビル 福岡県福岡市博多区
博多駅東1-13-9 信託受益権 3,600.44 1,960 1,957

OFC-08 アサヒビルヂング
神奈川県横浜市
神奈川区鶴屋町
3-33-8

信託受益権 8,684.30 6,470 6,356

RSC-01 アーバンパーク麻布十番
東京都港区麻布十番
2-12-12 信託受益権 1,986.76 2,140 2,090

RSC-02 アーバンパーク代官山
東京都渋谷区猿楽町
9-8 信託受益権 5,977.18 7,120 6,441

RSC-03 アーバンパーク代々木公園
東京都渋谷区代々木
5-34-24 信託受益権 1,545.36 1,100 902

RSC-04 アーバンパーク新横浜
神奈川県横浜市
港北区新横浜2-18-5 信託受益権 3,989.11 2,580 2,611

RSC-05 アーバンパーク難波
大阪府大阪市浪速区
稲荷2-7-22 信託受益権 2,584.81 1,610 1,557

LGC-01 岩槻ロジスティクス
埼玉県さいたま市
岩槻区大字長宮字
水保上719-1

信託受益権 30,190.81 7,000 6,924

LGC-02 横浜ロジスティクス
神奈川県横浜市神奈
川区出田町1-1 信託受益権 18,135.34 3,880 3,687

LGC-03 船橋ロジスティクス
千葉県船橋市日の出
2-20-3 信託受益権 37,818.26 8,240 7,950

HTL-01 R＆Bホテル梅田東 大阪府大阪市北区
曽根埼1-6-15 信託受益権 3,940.93 2,250 2,149

HTL-02 スマイルホテル
なんば

大阪府大阪市浪速区
幸町3-3-9 信託受益権 1,711.42 1,960 1,744

合　計 148,018.84 66,740 62,518
（注1）		所在地は、各運用資産の住居表示を記載しています。住居表示のない場合には、登記簿に記載の代表的な建物所在地又は登記簿に記載の

代表的な地番を記載しています。
（注2）		期末算定価額は、本投資法人の規約に定める資産評価方法及び基準並びに一般社団法人投資信託協会の定める規則に基づき、大和不動

産鑑定株式会社、一般財団法人日本不動産研究所の不動産鑑定士が作成した平成29年1月31日を価格時点とする不動産鑑定評価書に記
載された評価額を記載しています。ただし、アーバンパーク代々木公園については、譲渡価格を記載しています。

（注3）		アーバンパーク代々木公園は平成29年2月1日に売却済であり、オーク南麻布は平成29年3月31日に準共有持分の49％を売却し、平成29年8
月1日に準共有持分の51％を売却する予定です。
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本投資法人が保有する不動産等の賃貸状況は次のとおりです。
第１期

（平成27年12月1日〜平成28年7月31日）
第２期

（平成28年8月1日〜平成29年1月31日）

物件
番号 不動産等の名称

テナント総数
〔期末時点〕

（注1）

稼働率
〔期末時点〕

（％）（注2）

不動産賃貸
事業収益

〔期間中〕
（百万円）

対総不動産
賃貸事業
収益比率

（％）

テナント総数
〔期末時点〕

（注1）

稼働率
〔期末時点〕

（％）（注2）

不動産賃貸
事業収益

〔期間中〕
（百万円）

対総不動産
賃貸事業
収益比率

（％）

OFC-01 南麻布渋谷ビル 4 100.0 98 5.3 4 100.0 94 4.7
OFC-02 オーク南麻布 10 89.6 120 6.5 10 100.0 118 5.9
OFC-03 本町橋タワー 5 100.0 235 12.7 5 100.0 214 10.7
OFC-04 西新宿松屋ビル 8 93.8 50 2.7 9 100.0 102 5.1
OFC-05 アルファベットセブン 8 91.9 38 2.1 9 100.0 69 3.5
OFC-06 渋谷MKビル 5 100.0 34 1.9 5 100.0 61 3.1
OFC-07 博多駅東113ビル 32 100.0 39 2.1 32 100.0 73 3.6
OFC-08 アサヒビルヂング 18 93.3 113 6.1 19 96.4 199 9.9

RSC-01 アーバンパーク
麻布十番 41 98.5 57 3.1 43 98.5 53 2.7

RSC-02 アーバンパーク代官山 64 93.2 200 10.8 65 95.5 183 9.1

RSC-03 アーバンパーク
代々木公園 4 78.6 23 1.3 4 87.8 26 1.3

RSC-04 アーバンパーク新横浜 70 92.7 42 2.3 68 89.1 69 3.5
RSC-05 アーバンパーク難波 111 94.3 27 1.5 105 89.4 48 2.4
LGC-01 岩槻ロジスティクス 3 100.0 220 11.9 3 100.0 201 10.0

LGC-02 横浜ロジスティクス 1 100.0 非開示
（注3）

非開示
（注3） 1 100.0 非開示

（注3）
非開示
（注3）

LGC-03 船橋ロジスティクス 4 91.6 280 15.1 4 91.6 259 12.9
HTL-01 R＆Bホテル梅田東 1 100.0 70 3.8 1 100.0 64 3.2
HTL-02 スマイルホテルなんば 1 100.0 72 3.9 1 100.0 56 2.8

合　計 390 95.9 1,859 100.0 388 96.8 2,017 100.0
（注1）		テナント数は、平成29年1月31日現在における各運用資産に係る各賃貸借契約に表示された賃貸借契約上のテナント数（駐車場は含みませ

ん。）を記載しています。1テナントが各運用資産において複数の貸室を賃借している場合には、これを当該運用資産について1テナントと数え、複
数の運用資産にわたって貸室を賃借している場合には、合計欄においては別に数えて延べテナント数を記載しています。なお、当該運用資産に
つきパススルー型マスターリース契約が締結されている場合には、エンドテナントの総数を記載し、また、賃料保証型マスターリース契約が締結され
ている場合にはテナント数を1として、それらの合計値を記載しています。

（注2）		稼働率は、平成29年1月31日現在における各運用資産に係る賃貸可能面積に対して賃貸面積が占める割合を、小数第2位を四捨五入して記
載しています。また、合計欄は、各運用資産に係る賃貸可能面積の合計に対して賃貸面積の占める割合を、小数第2位を四捨五入して記載して
います。

（注3）		エンドテナント等からの承諾が得られていないため、開示していません。

（４）再生可能エネルギー発電設備等明細表
　該当事項はありません。

（５）公共施設等運営権等明細表
　該当事項はありません。

（６）有価証券組入資産明細
　該当事項はありません。

（７）特定取引の契約額等及び時価の状況表
平成29年1月31日現在、本投資法人における特定取引の契約額等及び時価の状況は、以下のとおりです。

区分 種類
契約額等（千円）（注1） 時価

（千円）（注2）うち1年超

市場取引以外の取引 金利スワップ取引
（支払固定・受取変動） 21,900,000 21,900,000 60,135

（注1）		契約額等は、想定元本に基づいて表示しています。
（注2）		時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。

（８）その他資産の状況
　不動産を主な信託財産とする信託受益権等は、前記（3）組入資産明細に一括して記載しており、当期末現在、同
欄記載以外に本投資法人が主たる投資対象とする主な特定資産の組入れはありません。

（９）国及び地域毎の資産保有状況
　日本以外の国及び地域について、該当事項はありません。

4. 保 有 不 動 産 の 資 本 的 支 出
（1）資本的支出の予定

　本投資法人が平成29年1月31日現在保有する資産に関し、現在計画されている第3期の改修工事等に伴う資本
的支出の予定額のうち主要なものは以下のとおりです。なお、下記工事予定金額には、会計上費用に区分処理され
る部分が含まれています。

不動産等の名称
（所在） 目的 予定期間

工事予定金額（千円）

総額 当期
支払額

既支出
総額

西新宿松屋ビル
（東京都渋谷区） 受変電設備更新工事 自	平成29年 5 月

至	平成29年 6 月 40,000 − −

アルファベットセブン
（東京都港区） 受変電設備更新工事 自	平成29年 6 月

至	平成29年 7 月 40,000 − −

横浜ロジスティクス
（神奈川県横浜市） 空調設備更新工事 自	平成29年 2 月

至	平成29年 3 月 37,165 − −

船橋ロジスティクス
（千葉県船橋市）

倉庫内冷蔵設備更新
工事

自	平成29年 4 月
至	平成29年 5 月 27,900 − −
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（2）期中の資本的支出
　本投資法人が平成29年1月31日現在保有する資産に関し、当期に行った資本的支出に該当する主要な工事等
の概要は以下のとおりです。当期の資本的支出に該当する工事は280,041千円であり、当期費用に区分された修
繕費55,038千円と合わせ、合計335,079千円の工事を実施しています。

不動産等の名称
（所在） 目的 期間 工事金額

（千円）

横浜ロジスティクス
（神奈川県横浜市） 空調機更新工事 自	平成29年 1 月

至	平成29年 1 月 62,630

オーク南麻布
（東京都港区） 排煙設備改修工事 自	平成29年 1 月

至	平成29年 1 月 25,970

アーバンパーク代官山
（東京都渋谷区） 大規模修繕工事 自	平成28年 9 月

至	平成28年11月 25,627

オーク南麻布
（東京都港区） 自動火災報知機設備更新工事 自	平成29年 1 月

至	平成29年 1 月 14,617

船橋ロジスティクス
（千葉県船橋市） 事務所空調更新工事 自	平成29年 1 月

至	平成29年 1 月 12,134

船橋ロジスティクス
（千葉県船橋市） 蛍光灯工事 自	平成29年 1 月

至	平成29年 1 月 10,589

その他 − − 128,470
合　計 280,041

（3）長期修繕計画のために積立てた金銭
　該当事項はありません。

5. 費 用 ・ 負 債 の 状 況
（1）運用等に係る費用明細

（単位：千円）

項目
第１期

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

第２期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

資産運用報酬（注） 103,104 146,714
資産保管及び一般事務委託手数料 12,718 14,792
役員報酬 3,200 2,400
その他費用 24,681 38,230
合計 143,704 202,137

（注）	資産運用報酬には上記金額のほか、不動産等の帳簿価額に算入した物件取得に係る運用報酬が第1期に307,465千円発生しています。

（2）借入状況
平成29年1月31日現在における借入金の状況は以下のとおりです。

区
分 借入先 借入日

当期首
残高

（百万円）

当期末
残高

（百万円）

平均利率
（注1） 返済期限 返済

方法 使途 摘要

短
期
借
入
金

株式会社三井住友銀行
平成28年
4月20日

2,270 700
0.2308％ 平成29年

4月20日
期限
一括 （注3） 無担保

無保証
株式会社みずほ銀行 1,085 300

小　計 3,355 1,000

長
期
借
入
金

株式会社三井住友銀行

平成28年
4月20日

1,950 1,950

0.3308％ 平成30年
4月20日

期限
一括 （注3） 無担保

無保証

株式会社みずほ銀行 1,800 1,800
三井住友信託銀行株式会社 1,050 1,050
三菱UFJ信託銀行株式会社 700 700
株式会社あおぞら銀行 600 600
株式会社新生銀行 600 600
株式会社りそな銀行 600 600
株式会社三井住友銀行

平成28年
4月20日

1,950 1,950

0.3640％
（注2）

平成31年
4月20日

株式会社みずほ銀行 1,800 1,800
三井住友信託銀行株式会社 1,050 1,050
三菱UFJ信託銀行株式会社 700 700
株式会社あおぞら銀行 600 600
株式会社新生銀行 600 600
株式会社りそな銀行 600 600
株式会社三井住友銀行

平成28年
4月20日

1,950 1,950

0.4830％
（注2）

平成32年
4月20日

株式会社みずほ銀行 1,800 1,800
三井住友信託銀行株式会社 1,050 1,050
三菱UFJ信託銀行株式会社 700 700
株式会社あおぞら銀行 600 600
株式会社新生銀行 600 600
株式会社りそな銀行 600 600
株式会社三井住友銀行

平成28年
4月20日

1,950 1,950

0.6250％
（注2）

平成33年
4月20日

株式会社みずほ銀行 1,800 1,800
三井住友信託銀行株式会社 1,050 1,050
三菱UFJ信託銀行株式会社 700 700
株式会社あおぞら銀行 600 600
株式会社新生銀行 600 600
株式会社りそな銀行 600 600

小　計 29,200 29,200
合　計 32,555 30,200

（注1）		平均利率は、日数による期中加重平均を記載しています。
（注2）	金利変動リスクを回避する目的で金利スワップ取引を行っており、金利スワップの効果（金利の固定化）を勘案した利率を記載しています。
（注3）	資金使途は、不動産信託受益権の購入資金及び借入金の返済資金等です。

（3）投資法人債
　該当事項はありません。

（4）短期投資法人債
　該当事項はありません。

（5）新投資口予約権
　該当事項はありません。
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7. 経 理 の 状 況

8. 自 社 設 定 投 資 信 託 受 益 証 券 等 の 状 況 等

9. 海 外 不 動 産 保 有 法 人 に 係 る 開 示

10. 海 外 不 動 産 保 有 法 人 が 有 す る 不 動 産 に 係 る 開 示

11. そ の 他

（1）資産、負債、元本及び損益の状況等
　後記「Ⅱ.貸借対照表」、「Ⅲ.損益計算書」、「Ⅳ.投資主資本等変動計算書」、「Ⅴ.注記表」及び「Ⅵ.金銭の分配に係る計
算書」をご参照下さい。

（2）減価償却額の算定方法の変更
　該当事項はありません。

（3）不動産等及びインフラ資産等の評価方法の変更
　該当事項はありません。

　該当事項はありません。

　該当事項はありません。

　該当事項はありません。

（1）お知らせ
①投資主総会
　該当事項はありません。
②投資法人役員会
　該当事項はありません。

（2）金額及び比率の端数処理
　本書では、特に記載のない限り、記載未満の数値について、金額は切捨て、比率は四捨五入により記載していま
す。

6. 期 中 の 売 買 状 況
（1）不動産等及び資産対応証券等、インフラ資産等及びインフラ関連資産の売買状況等

　該当事項はありません。

（2）その他の資産の売買状況等
　該当事項はありません。

（3）特定資産の価格等の調査
①不動産等
　該当事項はありません。
②その他
　該当事項はありません。

（4）利害関係人等との取引状況
①取引状況
　該当事項はありません。
②支払手数料等の金額
　該当事項はありません。

（5）資産運用会社が営む兼業業務に係る当該資産運用会社との間の取引の状況等
　本投資法人の資産運用会社であるスターアジア投資顧問株式会社は、宅地建物取引業の業務を兼業しています
が、該当する取引はありません。また、第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業及び不動産特定共同事業の
いずれの業務も兼業しておらず、該当する取引はありません。
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Ⅱ. 貸 借 対 照 表

（単位：千円）

前期（ご参考）
（平成28年7月31日）

当　期
（平成29年1月31日）

資産の部
　流動資産
　　現金及び預金 2,006,136 1,839,594
　　信託現金及び信託預金 2,557,948 2,659,211
　　営業未収入金 52,695 50,089
　　前払費用 96,638 88,279
　　繰延税金資産 32 11
　　未収消費税等 1,259,266 −
　　その他 7,175 8,650
　　流動資産合計 5,979,894 4,645,837
　固定資産
　　有形固定資産
　　　信託建物 20,056,951 20,317,871
　　　　減価償却累計額 △246,543 △490,008
　　　　信託建物（純額） 19,810,407 19,827,862
　　　信託構築物 − 9,606
　　　　減価償却累計額 − △61
　　　　信託構築物（純額） − 9,545
　　　信託機械及び装置 − 6,282
　　　　減価償却累計額 − △137
　　　　信託機械及び装置（純額） − 6,144
　　　信託工具、器具及び備品 4,396 7,628
　　　　減価償却累計額 △141 △731
　　　　信託工具、器具及び備品（純額） 4,255 6,896
　　　信託土地 39,208,659 39,208,659
　　　信託建設仮勘定 − 2,161
　　　有形固定資産合計 59,023,323 59,061,270
　　無形固定資産
　　　信託借地権 3,459,138 3,459,138
　　　無形固定資産合計 3,459,138 3,459,138
　　投資その他の資産
　　　長期前払費用 164,478 127,156
　　　差入敷金及び保証金 10,000 10,000
　　　その他 − 60,135
　　　投資その他の資産合計 174,478 197,292
　　固定資産合計 62,656,940 62,717,701
　資産合計 68,636,834 67,363,539

（単位：千円）

前期（ご参考）
（平成28年7月31日）

当　期
（平成29年1月31日）

負債の部
　流動負債
　　営業未払金 76,381 245,131
　　短期借入金 3,355,000 1,000,000
　　未払金 319,011 246,508
　　未払費用 5,286 5,336
　　未払法人税等 1,490 844
　　未払消費税等 − 76,405
　　前受金 265,383 319,180
　　その他 12,875 6,574
　　流動負債合計 4,035,429 1,899,981
　固定負債
　　長期借入金 29,200,000 29,200,000
　　信託預り敷金及び保証金 1,526,363 1,589,434
　　その他 26,238 −
　　固定負債合計 30,752,602 30,789,434
　負債合計 34,788,032 32,689,416
純資産の部
　投資主資本
　　出資総額 33,541,125 33,541,125
　　　出資総額控除額
　　　　一時差異等調整引当額 − ※2　　△26,197
　　　　出資総額控除額合計 − △26,197
　　　出資総額（純額） 33,541,125 33,514,927
　　剰余金
　　　当期未処分利益又は当期未処理損失（△） 333,916 1,099,059
　　　剰余金合計 333,916 1,099,059
　　投資主資本合計 33,875,041 34,613,987
　評価・換算差額等
　　繰延ヘッジ損益 △26,238 60,135
　　評価・換算差額等合計 △26,238 60,135
　純資産合計 ※1　33,848,802 ※1　34,674,123
負債純資産合計 68,636,834 67,363,539
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Ⅲ. 損 益 計 算 書 Ⅳ. 投資主資本等変動計算書

前期（ご参考）（自　平成27年12月1日　至　平成28年7月31日）
（単位：千円）

投資主資本 評価・換算差額等

純資産合計出資総額

剰余金
投資主資本

合計
繰延

ヘッジ
損益

評価・換算
差額等
合計

当期未処分
利益又は当
期未処理損

失（△）

剰余金
合計

当期首残高 − − − − − − −
当期変動額
新投資口の発行 33,541,125 33,541,125 33,541,125
当期純利益 333,916 333,916 333,916 333,916
投資主資本以外
の項目の当期変
動額（純額）

△26,238 △26,238 △26,238

当期変動額合計 33,541,125 333,916 333,916 33,875,041 △26,238 △26,238 33,848,802
当期末残高 ※1	33,541,125 333,916 333,916 33,875,041 △26,238 △26,238 33,848,802

当期（自　平成28年8月1日　至　平成29年1月31日）
（単位：千円）

投資主資本
出資総額

出資総額
出資総額控除額

出資総額
（純額）一時差異等

調整引当額
出資総額
控除額
合計

当期首残高 33,541,125 − − 33,541,125
当期変動額
剰余金の配当
一時差異等調整
引当額による利
益超過分配

△26,197 △26,197 △26,197

当期純利益
投資主資本以外の
項目の当期変動額
（純額）
当期変動額合計 − △26,197 △26,197 △26,197
当期末残高 ※1	33,541,125 △26,197 △26,197 33,514,927

（単位：千円）

投資主資本 評価・換算差額等

純資産合計
剰余金

投資主資本
合計

繰延
ヘッジ
損益

評価・換算
差額等
合計

当期未処分利
益又は当期未
処理損失（△）

剰余金
合計

当期首残高 333,916 333,916 33,875,041 △26,238 △26,238 33,848,802
当期変動額
剰余金の配当 △307,472 △307,472 △307,472 △307,472
一時差異等調整
引当額による利
益超過分配

△26,197 △26,197

当期純利益 1,072,615 1,072,615 1,072,615 1,072,615
投資主資本以外
の項目の当期変
動額（純額）

86,374 86,374 86,374

当期変動額合計 765,142 765,142 738,945 86,374 86,374 825,320
当期末残高 1,099,059 1,099,059 34,613,987 60,135 60,135 34,674,123

（単位：千円）

前期（ご参考）
自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

営業収益
　賃貸事業収入 ※1　1,737,036 ※1　1,865,642
　その他賃貸事業収入 ※1　　122,389 ※1　　151,743
　営業収益合計 1,859,425 2,017,386
営業費用
　賃貸事業費用 ※1　　568,022 ※1　　624,655
　資産運用報酬 103,104 146,714
　資産保管及び一般事務委託手数料 12,718 14,792
　役員報酬 3,200 2,400
　その他営業費用 24,681 38,230
　営業費用合計 711,726 826,793
営業利益 1,147,698 1,190,592
営業外収益
　受取利息 37 17
　還付加算金 − 745
　その他 0 −
　営業外収益合計 37 762
営業外費用
　支払利息 133,353 68,522
　投資法人債利息 38,052 −
　投資法人債発行費 12,604 −
　融資関連費用 453,952 49,349
　創立費 62,950 −
　投資口交付費 111,409 −
　その他 34 −
　営業外費用合計 812,356 117,871
経常利益 335,379 1,073,483
税引前当期純利益 335,379 1,073,483
法人税、住民税及び事業税 1,496 847
法人税等調整額 △32 21
法人税等合計 1,463 868
当期純利益 333,916 1,072,615
前期繰越利益又は前期繰越損失（△） − 26,444
当期未処分利益又は当期未処理損失（△） 333,916 1,099,059
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Ⅴ. 注  記  表

［継続企業の前提に関する注記］
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

該当事項はありません。 該当事項はありません。

［重要な会計方針に係る事項に関する注記］

項目
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

1．	固定資産の減価償
却の方法

有形固定資産（信託財産を含みます。）
　定額法を採用しています。なお、主たる有形
固定資産の耐用年数は以下のとおりです。
　建物	 5〜67年
　工具、器具及び備品	 3〜6年

有形固定資産（信託財産を含みます。）
　定額法を採用しています。なお、主たる有形
固定資産の耐用年数は以下のとおりです。
　建物	 5〜67年
　構築物	 10〜15年
　機械及び装置	 10年
　工具、器具及び備品	 3〜6年

2．	繰延資産の処理方
法

（1）創立費
　支出時に全額費用処理しています。

（2）投資口交付費
　支出時に全額費用処理しています。

（3）投資法人債発行費
　支出時に全額費用処理しています。

　該当事項はありません。

3．	収益及び費用の計
上基準

固定資産税等の処理方法
　保有する不動産又は不動産を信託財産とす
る信託受益権に係る固定資産税、都市計画税
及び償却資産税等（以下「固定資産税等」とい
います。）については、賦課決定された税額の
うち当該計算期間に対応する額を賃貸事業費
用として費用処理する方法を採用していま
す。
　なお、不動産又は不動産を信託財産とする
信託受益権の取得に伴い、本投資法人が負担
した初年度の固定資産税等相当額について
は、費用に計上せず当該不動産等の取得原価
に算入しています。当期において、不動産等の
取得原価に算入した固定資産税等相当額は
290,383千円です。

固定資産税等の処理方法
　保有する不動産又は不動産を信託財産とす
る信託受益権に係る固定資産税、都市計画税
及び償却資産税等（以下「固定資産税等」とい
います。）については、賦課決定された税額の
うち当該計算期間に対応する額を賃貸事業費
用として費用処理する方法を採用していま
す。
　なお、不動産又は不動産を信託財産とする
信託受益権の取得に伴い、本投資法人が負担
した初年度の固定資産税等相当額について
は、費用に計上せず当該不動産等の取得原価
に算入しています。当期において不動産等の
取得原価に参入した固定資産税等相当額はあ
りません。

4．ヘッジ会計の方法 （1）ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理によっています。

（2）ヘッジ手段とヘッジ対象
　ヘッジ手段：金利スワップ取引
　ヘッジ対象：借入金金利

（3）ヘッジ方針
　本投資法人は、リスク管理の基本方針を
定めた規程に基づき、投資法人規約に規
定するリスクをヘッジする目的でデリバ
ティブ取引を行っています。

（4）ヘッジの有効性評価の方法
　ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の
累計と、ヘッジ手段のキャッシュ・フロー
変動の累計とを比較し、両者の変動額の比
率を検証することにより、ヘッジの有効性
を評価しています。

（1）ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理によっています。

（2）ヘッジ手段とヘッジ対象
　ヘッジ手段：金利スワップ取引
　ヘッジ対象：借入金金利

（3）ヘッジ方針
　本投資法人は、リスク管理の基本方針を
定めた規程に基づき、投資法人規約に規
定するリスクをヘッジする目的でデリバ
ティブ取引を行っています。

（4）ヘッジの有効性評価の方法
　ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の
累計と、ヘッジ手段のキャッシュ・フロー
変動の累計とを比較し、両者の変動額の比
率を検証することにより、ヘッジの有効性
を評価しています。

項目
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

5．	その他財務諸表作
成のための基本と
なる重要な事項

（1）	不動産等を信託財産とする信託受益権に
関する会計処理方法
　保有する不動産等を信託財産とする信
託受益権については、信託財産内の全ての
資産及び負債勘定並びに信託財産に生じ
た全ての収益及び費用勘定について、貸借
対照表及び損益計算書の該当勘定科目に
計上しています。
　なお、該当勘定科目に計上した信託財産
のうち重要性がある下記の科目について
は、貸借対照表において区分掲記していま
す。
①信託現金及び信託預金
②信託建物、信託工具、器具及び備品、信託
土地
③信託借地権
④信託預り敷金及び保証金

（2）消費税等の処理方法
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税
抜方式によっています。
　なお、資産の取得に係る控除対象外消費
税は、各資産の取得原価に算入していま
す。

（1）	不動産等を信託財産とする信託受益権に
関する会計処理方法
　保有する不動産等を信託財産とする信
託受益権については、信託財産内の全ての
資産及び負債勘定並びに信託財産に生じ
た全ての収益及び費用勘定について、貸借
対照表及び損益計算書の該当勘定科目に
計上しています。
　なお、該当勘定科目に計上した信託財産
のうち重要性がある下記の科目について
は、貸借対照表において区分掲記していま
す。
①信託現金及び信託預金
②信託建物、信託構築物、信託機械及び装
置、信託工具、器具及び備品、信託土地、信
託建設仮勘定
③信託借地権
④信託預り敷金及び保証金

（2）消費税等の処理方法
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税
抜方式によっています。
　なお、資産の取得に係る控除対象外消費
税は、各資産の取得原価に算入していま
す。

［貸借対照表に関する注記］
前期（ご参考）

（平成28年7月31日）
当　期

（平成29年1月31日）
※1			投資信託及び投資法人に関する法律第67条第4
項に定める最低純資産額

50,000千円

※1			投資信託及び投資法人に関する法律第67条第4
項に定める最低純資産額

50,000千円

※2　一時差異等調整引当額
前期（ご参考）（自　平成27年12月1日　至　平成28年7月31日）
　該当事項はありません。

当期（自　平成28年8月1日　至　平成29年1月31日）
　1．引当て、戻入れの発生事由、発生した資産等及び引当額

（単位：千円）

発生した資産等 引当ての
発生事由 当初発生額 当期首残高 当期引当額 当期戻入額 当期末残高 戻入れの

発生事由

繰延ヘッジ損益 金利スワップ評価
損の発生 26,197 − 26,197 − 26,197 −

　2．戻入れの具体的な方法
　繰延ヘッジ損益
　ヘッジ手段であるデリバティブ取引の時価の変動に応じて戻入れる予定です。



3938

［損益計算書に関する注記］
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

※１	不動産賃貸事業損益の内訳	 	（単位：千円）
Ａ．不動産賃貸事業収益
　賃貸事業収入
　　賃料収入 1,573,988
　　共益費収入 110,796
　　駐車場収入 44,911
　　施設使用料 5,417
　　その他賃貸収入 1,923
　　　計 1,737,036
　その他賃貸事業収入
　　水道光熱費収入 109,039
　　その他収入 13,350
　　　計 122,389
　不動産賃貸事業収益合計 1,859,425

Ｂ．不動産賃貸事業費用
　賃貸事業費用
　　管理業務費 104,636
　　水道光熱費 114,990
　　修繕費 44,106
　　信託報酬 6,519
　　損害保険料 3,015
　　減価償却費 246,684
　　その他費用 48,070
　不動産賃貸事業費用合計 568,022

C．不動産賃貸事業損益（A−B） 1,291,403

※１	不動産賃貸事業損益の内訳	 	（単位：千円）
A．不動産賃貸事業収益
　賃貸事業収入
　　賃料収入 1,639,845
　　共益費収入 162,512
　　駐車場収入 53,413
　　施設使用料 8,213
　　その他賃貸収入 1,658
　　　計 1,865,642
　その他賃貸事業収入
　　水道光熱費収入 122,698
　　その他収入 29,044
　　　計 151,743
　不動産賃貸事業収益合計 2,017,386

B．不動産賃貸事業費用
　賃貸事業費用
　　管理業務費 117,629
　　水道光熱費 130,204
　　修繕費 55,038
　　信託報酬 7,150
　　損害保険料 3,312
　　減価償却費 244,255
　　その他費用 67,064
　不動産賃貸事業費用合計 624,655

C．不動産賃貸事業損益（A−B） 1,392,730

［投資主資本等変動計算書に関する注記］
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

※１	発行可能投資口総口数及び発行済投資口の総口
数
発行可能投資口総口数 10,000,000口
発行済投資口の総口数 344,700口

※１	発行可能投資口総口数及び発行済投資口の総口
数
発行可能投資口総口数 10,000,000口
発行済投資口の総口数 344,700口

［税効果会計に関する注記］
前期（ご参考）

（平成28年7月31日）
当　期

（平成29年1月31日）
1.	繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因
別内訳

（単位：千円）

（繰延税金資産）
　　未払事業税損金不算入額 32
　　繰延ヘッジ損益 8,288
　　繰延税金資産小計 8,321
　　評価性引当額 △8,288
　　繰延税金資産合計 32
　繰延税金資産の純額 32

1.	繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因
別内訳

（単位：千円）

（繰延税金資産）
　　未払事業税損金不算入額 11
　　繰延ヘッジ損益 −
　　繰延税金資産小計 11
　　評価性引当額 −
　　繰延税金資産合計 11
　繰延税金資産の純額 11

2.	法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負
担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の
原因となった主要な項目別の内訳

（単位：％）

法定実効税率 32.31
（調整）
支払分配金の損金算入額 △32.15
その他 0.27
税効果会計適用後の法人税等の負担率 0.44

2.	法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負
担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の
原因となった主要な項目別の内訳

（単位：％）

法定実効税率 31.74
（調整）
支払分配金の損金算入額 △31.72
その他 0.06
税効果会計適用後の法人税等の負担率 0.08

［リースにより使用する固定資産に関する注記］
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

該当事項はありません。 該当事項はありません。

［金融商品に関する注記］
前期（ご参考）（自	平成27年12月１日　至	平成28年７月31日）

１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

　本投資法人では、不動産関連資産の取得、有利子負債の返済等に充当する資金を、主として投資口の発行、金
融機関からの借入れ及び投資法人債の発行等により調達します。有利子負債の調達に際しては、資金調達の機
動性と財務の安定性のバランスに配慮します。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　借入金は、主として資産の取得を目的としたものであり、返済期日において流動性リスクに晒されますが、調
達期間の長期化及び返済期日の分散を図ること等により当該リスクを管理しています。また、変動金利による借
入金は金利の変動リスクに晒されていますが、デリバティブ取引（金利スワップ取引）をヘッジ手段として利用し、
実質固定化することで、その変動リスクを回避しています。なお、ヘッジ会計の方法、ヘッジ手段とヘッジ対象、
ヘッジ方針、ヘッジの有効性評価の方法については、前記「重要な会計方針に係る事項に関する注記」に記載さ
れている「４.ヘッジ会計の方法」をご参照ください。

（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　該当事項はありません。
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2．金融商品の時価等に関する事項
平成28年７月31日現在における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。

（単位：千円）

貸借対照表計上額 時価 差額
（1）現金及び預金 2,006,136 2,006,136 −
（2）信託現金及び信託預金 2,557,948 2,557,948 −
　　　資産計 4,564,085 4,564,085 −
（3）短期借入金 3,355,000 3,355,000 −
（4）長期借入金 29,200,000 29,200,000 −
　　　負債計 32,555,000 32,555,000 −
（5）デリバティブ取引（※） （26,238） （26,238） −
（※）		デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、（　）で示しています。

（注1）	金融商品の時価の算定方法
　（1）	現金及び預金、（2）信託現金及び信託預金、（3）短期借入金
	 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。
　（４）	長期借入金
	 	長期借入金はすべて変動金利によるものであり、金利が一定期間ごとに更改される条件となっているため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっています。
　（５）	デリバティブ取引
	 ①ヘッジ会計が適用されていないもの：該当事項はありません。
	 ②	ヘッジ会計が適用されているもの：ヘッジ会計の方法ごとの決算日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、以下のと

おりです。
（単位：千円）

ヘッジ会計の
方法

デリバティブ取引の
種類等

主な
ヘッジ対象

契約額等（※１） 時価（※２）うち1年超

原則的処理方法 金利スワップ取引
（変動受取・固定支払） 長期借入金 21,900,000 21,900,000 △26,238

（※1）	契約額等は、想定元本に基づいて表示しています。
（※2）	時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。

（注2）	時価を算定することが困難と認められる金融商品
（単位：千円）

区分 貸借対照表計上額
信託預り敷金及び保証金 1,526,363

　	　信託預り敷金及び保証金は市場価格がなく、賃借人の入居から退去までの実質的な預託期間を算定することが困難であることから、合理的に
キャッシュ・フローを見積もることが困難と認められるため、時価評価の対象とはしていません。

（注3）	金銭債権の決算日（平成28年7月31日）後の償還予定額
（単位：千円）

1年以内 1年超
2年以内

2年超
3年以内

3年超
4年以内

4年超
5年以内 5年超

現金及び預金 2,006,136 － － － － －
信託現金及び信託預金 2,557,948 － － － － －
合計 4,564,085 － － － － －

（注4）	借入金の決算日（平成28年7月31日）後の返済予定額
（単位：千円）

1年以内 1年超
2年以内

2年超
3年以内

3年超
4年以内

4年超
5年以内 5年超

短期借入金 3,355,000 － － － － －
長期借入金 － 7,300,000 7,300,000 7,300,000 7,300,000 －
合計 3,355,000 7,300,000 7,300,000 7,300,000 7,300,000 －

当期（自	平成28年8月1日　至	平成29年1月31日）

１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

　本投資法人では、不動産関連資産の取得、有利子負債の返済等に充当する資金を、主として投資口の発行、金
融機関からの借入れ及び投資法人債の発行等により調達します。有利子負債の調達に際しては、資金調達の機
動性と財務の安定性のバランスに配慮します。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　借入金は、主として資産の取得を目的としたものであり、返済期日において流動性リスクに晒されますが、調
達期間の長期化及び返済期日の分散を図ること等により当該リスクを管理しています。また、変動金利による借
入金は金利の変動リスクに晒されていますが、デリバティブ取引（金利スワップ取引）をヘッジ手段として利用し、
実質固定化することで、その変動リスクを回避しています。なお、ヘッジ会計の方法、ヘッジ手段とヘッジ対象、
ヘッジ方針、ヘッジの有効性評価の方法については、前記「重要な会計方針に係る事項に関する注記」に記載さ
れている「4.ヘッジ会計の方法」をご参照ください。

（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　該当事項はありません。

2．金融商品の時価等に関する事項
平成29年1月31日現在における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。

（単位：千円）

貸借対照表計上額 時価 差額
（1）現金及び預金 1,839,594 1,839,594 −
（2）信託現金及び信託預金 2,659,211 2,659,211 −
　　　資産計 4,498,806 4,498,806 −
（3）短期借入金 1,000,000 1,000,000 −
（4）長期借入金 29,200,000 29,200,000 −
　　　負債計 30,200,000 30,200,000 −
（5）デリバティブ取引（※） 60,135 60,135 −
（※）		デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、（　）で示しています。

（注1）	金融商品の時価の算定方法
　（1）	現金及び預金、（2）信託現金及び信託預金、（3）短期借入金
	 これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。
　（４）	長期借入金
	 	長期借入金はすべて変動金利によるものであり、金利が一定期間ごとに更改される条件となっているため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっています。
　（５）	デリバティブ取引
	 ①ヘッジ会計が適用されていないもの：該当事項はありません。
	 ②	ヘッジ会計が適用されているもの：ヘッジ会計の方法ごとの決算日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、以下のと

おりです。
（単位：千円）

ヘッジ会計の
方法

デリバティブ取引の
種類等

主な
ヘッジ対象

契約額等（※１） 時価（※２）うち1年超

原則的処理方法 金利スワップ取引
（変動受取・固定支払） 長期借入金 21,900,000 21,900,000 60,135

（※1）	契約額等は、想定元本に基づいて表示しています。
（※2）	時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。

（注2）	時価を算定することが困難と認められる金融商品
（単位：千円）

区分 貸借対照表計上額
信託預り敷金及び保証金 1,589,434

　	　信託預り敷金及び保証金は市場価格がなく、賃借人の入居から退去までの実質的な預託期間を算定することが困難であることから、合理的に
キャッシュ・フローを見積もることが困難と認められるため、時価評価の対象とはしていません。
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（注3）	金銭債権の決算日（平成29年1月31日）後の償還予定額
（単位：千円）

1年以内 1年超
2年以内

2年超
3年以内

3年超
4年以内

4年超
5年以内 5年超

現金及び預金 1,839,594 － － － － －
信託現金及び信託預金 2,659,211 － － － － －
合計 4,498,806 － － － － －

（注4）	借入金の決算日（平成29年1月31日）後の返済予定額
（単位：千円）

1年以内 1年超
2年以内

2年超
3年以内

3年超
4年以内

4年超
5年以内 5年超

短期借入金 1,000,000 － － － － －
長期借入金 － 7,300,000 7,300,000 7,300,000 7,300,000 －
合計 1,000,000 7,300,000 7,300,000 7,300,000 7,300,000 －

［賃貸等不動産に関する注記］
前期（ご参考）（自	平成27年12月1日　至	平成28年7月31日）

　本投資法人では、賃貸収益を得ることを目的として、賃貸用の不動産等を有しています。これら賃貸等不動産の
貸借対照表計上額、当期増減額及び時価は、次のとおりです。

（単位：千円）

貸借対照表計上額
当期末の時価

当期首残高 当期増減額 当期末残高
− 62,482,461 62,482,461 66,020,000

（注1）		貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額です。
（注2）	当期増減額のうち、主な増加額は不動産信託受益権18物件の取得（62,599,154千円）、主な減少額は減価償却費（246,684千円）です。
（注3）	当期末の時価は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価額を記載しています。

　なお、賃貸等不動産に関する平成28年7月期（第1期）における損益は、前記「損益計算書に関する注記」に記載の
とおりです。

当期（自	平成28年8月1日　至	平成29年1月31日）

　本投資法人では、賃貸収益を得ることを目的として、賃貸用の不動産等を有しています。これら賃貸等不動産の
貸借対照表計上額、当期増減額及び時価は、次のとおりです。

（単位：千円）

貸借対照表計上額
当期末の時価

当期首残高 当期増減額 当期末残高
62,482,461 35,785 62,518,247 68,290,000

（注1）		貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額です。
（注2）		当期増減額のうち、主な増加額は資本的支出（280,041千円）、主な減少額は減価償却費（244,255千円）です。
（注3）		当期末の時価は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価額を記載しています。なお、当期の期末時価のうち、アーバンパーク代々木公園について

は、平成28年12月5日付の売買契約における譲渡価格（1,100,000千円）、オーク南麻布については、平成29年2月28日付の売買契約におけ
る譲渡価格（5,020,000千円）に基づいています。

　なお、賃貸等不動産に関する平成29年1月期（第2期）における損益は、前記「損益計算書に関する注記」に記載の
とおりです。

［関連当事者との取引に関する注記］
前期（ご参考）（自	平成27年12月1日　至	平成28年7月31日）

属性
会社等の
名称又は

氏名

事業の
内容
又は
職業

投資口の
所有割合

（％）
取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

資産保管会社 三井住友信託
銀行株式会社 銀行業 −

長期借入金の
借入 4,200,000 長期借入金 4,200,000

融資関連費用 2,975 前払費用 10,648
長期前払費用 23,657

支払利息 5,823 未払費用 665
資産保管及び
一般事務委託
手数料

12,718 未払金 13,313

（注1）		取引金額には、消費税等は含まれていませんが、期末残高には含まれています。
（注2）	取引条件は市場の実勢に基づいて決定しています。

当期（自	平成28年8月1日　至	平成29年1月31日）

属性
会社等の
名称又は

氏名

事業の
内容
又は
職業

投資口の
所有割合

（％）
取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

資産保管会社 三井住友信託
銀行株式会社 銀行業 −

− − 長期借入金 4,200,000

融資関連費用 5,368 前払費用 10,648
長期前払費用 18,289

支払利息 10,179 未払費用 662
資産保管及び
一般事務委託
手数料

14,792 未払金 11,862

（注1）		取引金額には、消費税等は含まれていませんが、期末残高には含まれています。
（注2）	取引条件は市場の実勢に基づいて決定しています。

［1口当たり情報に関する注記］
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

1口当たり純資産額 98,197円
1口当たり当期純利益 1,813円
1口当たり当期純利益は、当期純利益を日数加重平均
投資口数で除することにより算定しています。また、潜
在投資口調整後1口当たり当期純利益については、潜
在投資口がないため記載していません。

1口当たり純資産額 100,592円
1口当たり当期純利益 3,111円
1口当たり当期純利益は、当期純利益を日数加重平均
投資口数で除することにより算定しています。	また、
潜在投資口調整後1口当たり当期純利益については、
潜在投資口がないため記載していません。

（注）	1口当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

前期（ご参考）
自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

当期純利益（千円） 333,916
普通投資主に帰属しない金額（千円） −
普通投資口に係る当期純利益（千円） 333,916
期中平均投資口数（口） 184,092

当期純利益（千円） 1,072,615
普通投資主に帰属しない金額（千円） −
普通投資口に係る当期純利益（千円） 1,072,615
期中平均投資口数（口） 344,700
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［重要な後発事象に関する注記］
前期（ご参考）（自	平成27年12月1日　至	平成28年7月31日）
　該当事項はありません。

当期（自	平成28年8月1日　至	平成29年1月31日）
1．資産の譲渡
　本投資法人は、規約に定める資産運用の基本方針等に基づき、以下の資産を譲渡済又は譲渡する予定です。

＜アーバンパーク代々木公園＞
譲渡資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成28年12月5日
譲渡日	 ：平成29年2月1日
所在地（住居表示）	 ：東京都渋谷区代々木5−34−24
譲渡先	 ：非開示
譲渡価格	 ：1,100百万円
損益に及ぼす影響	 ：営業収益として不動産等売却益を平成29年7月期に約153百万円計上する予定です。

＜オーク南麻布＞
譲渡資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権（準共有持分の49％及び51％）
売買契約の締結日	 ：平成29年2月28日
譲渡予定日	 ：第1回（準共有持分49％）：	平成29年3月31日
	 　第2回（準共有持分51％）：	平成29年8月1日
所在地（住居表示）	 ：東京都港区南麻布3−19−23
譲渡予定先	 ：関電不動産開発株式会社
譲渡予定価格	 ：第1回（準共有持分49％）：	2,459.8百万円
	 　第2回（準共有持分51％）：	2,560.2百万円
損益に及ぼす影響	 ：営業収益として不動産等売却益を平成29年7月期に約734百万円、平成30年1月期に

約769百万円計上する予定です。

2．資産の取得
　本投資法人は、規約に定める資産運用の基本方針等に基づき、以下の資産を取得済又は取得する予定です。

＜アーバンパーク護国寺＞
取得資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成28年12月5日
取得日	 ：平成29年2月1日
所在地（住居表示）	 ：東京都豊島区雑司が谷1−5−4
売主	 ：合同会社SAPR4
取得価格	 ：1,460百万円

＜原木ロジスティクス＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：準共有持分の73％：	平成29年2月28日
	 　準共有持分の27％：	平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（地番）	 ：千葉県市川市原木2526番42ほか
売主	 ：合同会社Enterprise
取得予定価格	 ：4,700百万円

＜博多駅イーストプレイス＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：福岡県福岡市博多区博多駅東3−1−26
売主	 ：合同会社Seahorse
取得予定価格	 ：2,286百万円

＜アーバンパーク柏＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：千葉県柏市柏3−10−13
売主	 ：合同会社SAPR4
取得予定価格	 ：1,186百万円

＜所沢ロジスティクス＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：埼玉県所沢市下富735−1
売主	 ：株式会社フォーカス
取得予定価格	 ：1,300百万円

＜ベストウェスタン東京西葛西＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：東京都江戸川区西葛西6−17−9
売主	 ：合同会社Seahorse
取得予定価格	 ：3,827百万円

＜ベストウェスタン横浜＞
取得予定資産	 ：国内不動産を主な信託財産とする信託受益権
売買契約の締結日	 ：平成29年3月17日
取得予定日	 ：平成29年4月6日
所在地（住居表示）	 ：神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央4−29−1
売主	 ：合同会社Seahorse
取得予定価格	 ：3,248百万円

3．新投資口の発行
　平成29年3月17日開催の役員会において、不動産等の取得及び借入金の返済を目的として、以下のとおり新投
資口の発行を決議しています。なお、1口当たりの発行価格等につきましては、今後開催される役員会にて決定され
る予定です。

＜一般募集による新投資口の発行＞
発行新投資口数	 ：66,200口

＜第三者割当による新投資口の発行＞
発行新投資口数	 ：3,400口（上限）
割当先	 ：野村證券株式会社

［一時差異等調整引当額の引当て及び戻入れに関する注記］
前期（ご参考）（自	平成27年12月1日　至	平成28年7月31日）

１．引当ての発生事由、発生した資産等及び引当額
（単位：千円）

発生した資産等 引当ての発生事由 一時差異等調整引当額
繰延ヘッジ損益 金利スワップ評価損の発生 26,197

2．戻入れの具体的な方法
繰延ヘッジ損益
　ヘッジ手段であるデリバティブ取引の時価の変動に応じて戻し入れる予定です。

当期（自	平成28年8月1日　至	平成29年1月31日）

１．戻入れの発生事由、発生した資産等及び引当額
（単位：千円）

発生した資産等 戻入れの発生事由 一時差異等調整引当額
繰延ヘッジ損益 金利スワップ評価益の発生 △26,197

2．戻入れの具体的な方法
繰延ヘッジ損益
　ヘッジ手段であるデリバティブ取引の時価の変動に応じて戻し入れる予定です。
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Ⅶ. 監 査 報 告 書Ⅵ. 金銭の分配に係る計算書

（単位：円）

前期（ご参考）
自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

Ⅰ　当期未処分利益 333,916,519 1,099,059,426
Ⅱ　利益超過分配金加算額 26,197,200 −
　　うち一時差異等調整引当額 26,197,200 −
Ⅲ　出資総額組入額 − 26,197,200
　　うち一時差異等調整引当額戻入額 − 26,197,200
Ⅳ　分配金の額 333,669,600 1,072,706,400
　　（投資口1口当たり分配金の額） （968） （3,112）
　　うち利益分配金 307,472,400 1,072,706,400
　　（うち1口当たり利益分配金） （892） （3,112）
　　うち一時差異等調整引当額 26,197,200 −
（うち1口当たり利益超過分配金
（一時差異等調整引当額に係るもの）） （76） （−）

Ⅴ　次期繰越利益 26,444,119 155,826

分配金の額の算出方法 　本投資法人の規約第35条
第1項に定める分配方針に基
づき、租税特別措置法第67条
の15第1項に規定される本投
資法人の配当可能利益の額の
100分の90に相当する金額を
超えて分配することとしていま
す。かかる方針に従い、利益分
配金（利益超過分配金は含みま
せん。）については、投資口1口
当たりの利益分配金が1円未満
となる端数部分を除き、投資信
託及び投資法人に関する法律
第136条第1項に定める利益の
全額である307,472,400円を
利益分配金として分配すること
としました。
　また、本投資法人の規約第
35条第2項に定める利益を超
える金銭の分配の方針に基づ
き、純資産控除項目（投資法人
の計算に関する規則第2条第2
項第30号ロに定めるものをい
います。）が分配金に与える影
響を考慮して、純資産控除項目
に相当する金額として本投資
法人が決定する金額による利
益超過分配を行うこととし、当
期については、繰延ヘッジ損失
26,238,915円に相当する額
として、投資口1口当たりの利
益超過分配金が1円未満とな
る端数部分を除き算定される
26,197,200円を、一時差異等
調整引当額（投資法人の計算に
関する規則第2条第2項第30号
に定めるものをいいます。）に係
る分配金として分配することと
しました。以上の結果、当期の
分配金の額は333,669,600円
としています。

　本投資法人の規約第35条
第1項に定める分配方針に基
づき、租税特別措置法第67条
の15第1項に規定される本投
資法人の配当可能利益の額の
100分の90に相当する金額を
超えて分配することとしていま
す。かかる方針に従い、利益分
配金（利益超過分配金は含み
ません。）については、投資口1
口当たりの利益分配金が1円
未満となる端数部分を除き、投
資信託及び投資法人に関する
法律第136条第1項に定める
利益から一時差異等調整引当
額（投資法人の計算に関する規
則第2条第2項第30号に定める
ものをいいます。）の戻入額を
控除した額の概ね全額である
1,072,706,400円を分配する
こととしました。
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Ⅷ. キャッシュ・フロー計算書（参考情報）

（単位：千円）

前期（ご参考）
自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税引前当期純利益 335,379 1,073,483
　減価償却費 246,684 244,255
　投資口交付費 111,409 −
　投資法人債発行費 12,604 −
　受取利息 △37 △17
　支払利息 171,405 68,522
　営業未収入金の増減額（△は増加） △52,695 2,605
　未収消費税等の増減額（△は増加） △1,259,266 1,259,266
　未払消費税等の増減額（△は減少） − 76,405
　前払費用の増減額（△は増加） △96,638 8,359
　長期前払費用の増減額（△は増加） △164,478 37,321
　営業未払金の増減額（△は減少） 52,772 27,974
　未払金の増減額（△は減少） 139,865 30,558
　前受金の増減額（△は減少） 265,383 53,796
　その他 6,628 △9,301
　小計 △230,982 2,873,232
　利息の受取額 37 17
　利息の支払額 △166,820 △68,706
　法人税等の支払額 △5 △1,493
　営業活動によるキャッシュ・フロー △397,771 2,803,050
投資活動によるキャッシュ・フロー
　信託有形固定資産の取得による支出 △59,067,252 △244,489
　信託無形固定資産の取得による支出 △3,459,138 −
　信託預り敷金及び保証金の返還による支出 △19,378 △61,153
　信託預り敷金及び保証金の受入による収入 1,545,515 124,224
　差入敷金及び保証金の差入による支出 △10,000 −
　投資活動によるキャッシュ・フロー △61,010,253 △181,418
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入れによる収入 35,111,000 −
　短期借入金の返済による支出 △31,756,000 △2,355,000
　長期借入れによる収入 29,200,000 −
　投資法人債の発行による収入 4,562,083 −
　投資法人債の償還による支出 △4,574,688 −
　投資口の発行による収入 33,429,715 −
　分配金の支払額 − △331,910
　財務活動によるキャッシュ・フロー 65,972,111 △2,686,910
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,564,085 △65,279
現金及び現金同等物の期首残高 − 4,564,085
現金及び現金同等物の期末残高 ※1　4,564,085 ※1　4,498,806

（注）		キャッシュ・フロー計算書は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づき作成し、参考情報として
添付しています。このキャッシュ・フロー計算書は、投信法第130条の規定に基づく会計監査人の監査対象ではないため、会計監査人の監査は受けてい
ません。

［重要な会計方針に係る事項関係］（参考情報）

項目
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

キャッシュ・フロー計算書
における資金（現金及び現
金同等物）の範囲

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現
金及び現金同等物）は、手許現金及び信託現
金、随時引出し可能な預金及び信託預金並
びに容易に換金可能であり、かつ、価値の変
動について僅少なリスクしか負わない取得
日から3ヶ月以内に償還期限の到来する短期
投資からなっています。

　キャッシュ・フロー計算書における資金（現
金及び現金同等物）は、手許現金及び信託現
金、随時引出し可能な預金及び信託預金並
びに容易に換金可能であり、かつ、価値の変
動について僅少なリスクしか負わない取得
日から3ヶ月以内に償還期限の到来する短期
投資からなっています。

［キャッシュ・フロー計算書に関する注記］（参考情報）
前期（ご参考）

自 平成27年12月 1 日
至 平成28年 7 月31日

当　期
自 平成28年 8 月 1 日
至 平成29年 1 月31日

※1	 	現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に
掲記されている科目の金額との関係

（単位：千円）

現金及び預金 2,006,136
信託現金及び信託預金 2,557,948
現金及び現金同等物 4,564,085

※1	 	現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に
掲記されている科目の金額との関係

（単位：千円）

現金及び預金 1,839,594
信託現金及び信託預金 2,659,211
現金及び現金同等物 4,498,806
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■ 投資主メモ
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■ 投資口価格の推移（終値）

■ 年間スケジュール
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■ 資産運用会社の概要
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財
務
管
理
部
の
業
務
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
私
が
所
属
す
る
財
務
管
理
部
は
、ス

タ
ー
ア
ジ
ア
不
動
産
投
資
法
人
の
経
理
、

I
R
、資
金
調
達
等
を
担
当
す
る
ほ
か
、運
用
会

社
で
あ
る
ス
タ
ー
ア
ジ
ア
投
資
顧
問
㈱
の
経
理
、

機
関
運
営
、リ
ス
ク
管
理
、人
事
な
ど
の
管
理
業

務
全
般
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
資
産
運
用
会
社
で
あ
る
ス
タ
ー
ア
ジ
ア
投
資

顧
問
㈱
は
、平
成
27
年
6
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

一方
、ス
タ
ー
ア
ジ
ア
不
動
産
投
資
法
人
は
同
年

12
月
に
設
立
、平
成
28
年
4
月
20
日
に
上
場
し

た
も
の
で
す
か
ら
、こ
れ
ま
で
は
、上
場
準
備
や
初

決
算
に
向
け
て
の
仕
組
み
構
築
等
が
業
務
の
中
の

多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、業
務
と
い
う
よ
り
は
財
務
管
理
部
の
自

発
的
な
行
動
で
す
が
、メ
ン
バ
ー
で
、毎
朝
、日
本

経
済
新
聞
の
読
み
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。各

自
当
日
の
新
聞
の
中
か
ら
取
り
上
げ
た
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
交
え
て
5
分
程

度
で
プ
レ
ゼ
ン
合
戦
を
す
る
の
で
す
が
、各
自
取

り
上
げ
る
テ
ー
マ
も
違
え
ば
意
見
も
様
々
で
す
。

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
語
る
に
し
て
も
、本
を
読
ん
で
汗

を
か
い
て（
笑
）知
識
を
増
や
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。財

務
管
理
部
の
体
制
と
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
方
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　
財
務
管
理
部
は
、現
在
私
を
含
め
て
5

名
の
体
制
で
す
。男
性
2
名
、女
性
3
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
年
不
動
産
金
融
業
界
に
携
わって
い
る
取
締

役
を
は
じ
め
、監
査
法
人
で
公
認
会
計
士
と
し
て

監
査
業
務
、大
手
資
産
運
用
会
社
で
企
画
業
務

に
携
わ
っ
て
き
た
人
材
、P
M
で
の
業
務
経
験
を

持
ち
、物
件
キ
ャッ
シ
ュマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
と

経
験
が
豊
か
な
人
材
、こ
れ
ま
で
の
長
年
の
社
会

人
経
験
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
精
神
で
幅
広
く
ア

シ
ス
タ
ン
ト
業
務
を
担
当
す
る
人
材
に
加
え
、私

の
5
名
に
よ
り「
少
数
精
鋭
」で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
私
に
つ
い
て
は
、新
卒
で
入
社
し
た
会
社
は
総

合
建
設
業
で
、主
に
I
R
業
務
を
担
当
し
て
お
り

ま
し
た
が
、そ
の
後
、異
業
種
で
あ
る
総
合
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
転
職
し
、海
外
で
の
拠
点

の
設
立
／
組
織
作
り
／
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
か
ら
運
営

な
ど
に
携
わって
お
り
ま
し
た
。

個
人
投
資
家
の
方
と
お
話
す
る
際
に
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
個
人
投
資
家
の
方
か
ら
お
電
話
を
い
た

だ
く
と
、主
に
私
が
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
R
E
I
T
業
界
を
研
究
さ
れ
て
お
詳
し
い
方
、

投
資
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
方
、R
E
I
T
に
初
め
て

投
資
す
る
方
、ス
タ
ー
ア
ジ
ア
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
な
ど
、様
々
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
の
よ

う
な
方
々
と
対
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、特
に

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投
資
家
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
、会
社
の
立
場

で
丁
寧
に
お
話
す
る
。

　
日
頃
か
ら
市
場
動
向
、他
リ
ー
ト
様
の
動
向
、業

界
情
報
を
収
集
し
、客
観
的
事
実
と
あ
わ
せ
て
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、よ
り
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

経
営
陣
に
対
し
て
は
、投
資
家
の
方
の
立
場
に

たって
、投
資
家
様
の
声
を
正
し
く
伝
え
る
。

　
特
に
個
人
の
投
資
家
の
方
の
ご
意
見
は
経
営
陣
ま

で
届
か
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
が
社
会
で
は一般
的
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
で
あって
は
絶
対
に
な
ら
な

い
。私
が
経
営
陣
に
伝
え
な
け
れ
ば
、私
の
存
在
意
義

が
な
い
、と
思
って
い
ま
す
。市
場
で
の
投
資
口
価
格

が
低
迷
し
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、そ
う
いっ
た
こ
と
も
含
め
、投
資
家
の
方

の
声
を
漏
れ
な
く
正
し
く
経
営
陣
に
伝
え
て
い
ま
す
。

女
性
限
定
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
さ
れ
た

と
伺
い
ま
し
た
が
、反
響
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？

　
平
成
29
年
1
月
31
日
に
女
性
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
東
急
ア
ク
テ
ィ
ビ
ア
投
信
様
、G
L
P
ジ
ャ
パン
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
様
と「
女
性
の
皆
様
に
、女
性
の
声
で

R
E
I
T
の
魅
力
を
伝
え
て
み
た
ら
ど
う
か
？
」と

い
う
検
討
と
議
論
を
重
ね
、実
現
し
ま
し
た
。

　
他
の
金
融
商
品
と
比
べて
、利
回
り
の
高
さ
が
魅
力

で
あ
る
R
E
I
T
は
、長
期
保
有
で
分
配
金
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
保
有
ス
タ
イ
ル
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。そ

の
よ
う
な
保
有
ス
タ
イ
ル
が
女
性
に
向
い
て
い
る
の
で

は
？
と
思
い
、説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
募
集
人
数
の
2
倍
近
く
の
お
申
込
み
を
い
た
だ

き
、皆
さ
ん
熱
心
に
耳
を
傾
け
、メ
モ
を
と
って
い

らっし
ゃった
の
が
印
象
に
残
って
い
ま
す
。

　
当
日
は
、単
な
る
説
明
会
方
式
で
は
な
く
、特
色
の
違
う

３
つ
の
リ
ー
ト
の
パ
ネ
ル
デ
ィス
カッション
形
式
と
し
ま
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
、ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
も
違
い
、ス
ピ
ー
カ
ー
側

と
し
て
も
楽
し
い
ディス
カッション
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
よ
う
に
前
例
の
な
い
I
R
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、多
く
の
方
に
ス
タ
ー
ア
ジ
ア
を
知って
い

た
だ
き
た
い
と
思って
お
り
ま
す
。

　
な
お
、当
日
の
模
様
は
、日
経
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
1

年
間
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
の
I
R
戦
略
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
ス
タ
ー
ア
ジ
ア
不
動
産
投
資
法
人
の「
投

資
主
利
益
最
大
化
の
た
め
の
戦
略
」を
広
く

知って
い
た
だ
く
よ
う
に
I
R
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、す
で
に
2
回
の

資
産
の
入
れ
替
え
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
は
、

エ
ク
イ
テ
ィファ
イ
ナ
ン
ス
を
伴
わ
ず
に
如
何
に
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
強
化
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
を
真
剣
に

考
え
、到
った
結
論
で
す
。こ
れ
が
ス
タ
ー
ア
ジ
ア
不
動

産
投
資
法
人
ら
し
い
運
用
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
運
用
を
正
し
く
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、機
関
投
資
家
の
方
、個
人
投
資

家
の
方
、さ
ら
に
は
デッ
ト
I
R
と
し
て
金
融
機
関
の
方

への
I
R
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。個
人
投
資
家

の
方
につい
て
は
、先
に
行った
よ
う
に
、前
例
の
な
い
や
り

方
で
、さ
ら
に
は
的
を
絞って
確
実
に
伝
え
る
こ
と
が
効

果
的
で
は
な
い
か
と
考
え
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。　
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マネージャーインタビュー
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.BOBHFS�ϓϩϑΟʔϧ
໊ɹɹલɿੁࢠݦ�ʢ͔Μͷ�͖͋͜ʣ
ུɹɹྺɿ૯߹ݐઃۀձࣾʹೖࣾɻ૯߹Πϯλʔωοτάϧʔϓۀاʹస৬ɺۀࣄࡧݕάϧʔϓձࣾͰ

Ӧཧ෦ɻͦܦ ͷޙɺεϚʔτϑΥϯϓϥοτϑΥʔϜۀࣄͷւ֎ڌઃཱͷͨΊւ֎ʹෝɻ
झɹɹຯɿࣄͱΰϧϑ
.Z�3PVUJOFɿिʹ2�3ճͷϖʔεͰδϜͰτϨʔχϯάΛ͍ߦɺྗےΞοϓͱಉ࣌ʹ಄ͱਫ਼ਆͷϦϑϨο

γϡΛ৺͕͚͓ͯΓ· ʂ͢
৴ɹɹɿ̐ ͭͷ̥ʢए͍ࠒʹঁੑऔక͔Β͓͍͍ͨͩͨݴ༿Ͱɺࡏݱࢲͷ৴ͱ͠ ͍ͯ·͢ʣ
 Productive/Performance counts
� ுΔɻՌΛग़͢ɻؤ͔͘ʹͱࣄ
� Proactive
 ࣗͷΩϟϦΞࣗͰཧ͢Δɻ
� Positive thinking
 ҉͍ͱɺϚΠφεͷΤωϧΪʔ͕ͯͬ͘دΔɻࣦ ഊͨ͠ͱ͖ʹɺϚΠφεߟࢥʹؕΒͣɺͲ͏͠

ͨΒ͜ͷࣦഊΛྐʹͯ࣍͠ͷޭʹ݁ͼ͚͍ͭͯ͘ͷ͔ͱɺແཧͯ͠લ͑ߟʹ͖Δɻ
� Patience
 զຫੌ͘େɻ

ಛ� ू
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